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ロベール ･ブレッソンのシネマトグラフと現代社会
　　 ブレッソン作品における個人と社会に関する社会学的考察 　　

叶 堂 隆 三
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はじめに

　ロベール・ブレッソン（1901‒1999 年）は 20世紀

中後期に 14 本の映画を製作したフランスの映画監

督である。画家から転じた映画監督で、「絵画はじ

つに多くの恩恵をもたらせてくれました。映画をや

る気にさせてくれたのも、映画の作り方を教えてく

れたのも絵画でした」（ブレッソン 2019 年 15 頁）

と語るように、構図の安定性やモノトーンの映像美、

暗闇の中を走る光に満ちた船やバス、トラムの映像

に特徴がある。

　また、ドイツ軍に収監された経験を持ち、監獄等

を舞台にした作品を多く手がけている。その一方、

宗教世界、すなわちカトリック教会等の宗教施設や

ミサの光景が多く描かれ、司祭（神父）や修道女が

多く登場し、カトリック系の映画監督とされる。

　一般に、ブレッソンの作品の特徴は、宗教性（ジ

ャンセニズム・ヤンセニズム）が反映し、大衆的な

展開に乏しい点にあると言われている。本論では、

ブレッソン作品に描かれる個人と社会に焦点を当

て、映像の中から、個人と社会、社会的世界の諸相

の解明をめざすことにしたい。

1．ブレッソン作品の特徴

　ブレッソンは多くの映画賞を受賞した世界的に評

価の高い監督である。その一方、独特の映像世界は

大衆性に乏しく、作品数は多くない。まずブレッソ

ンの作品と映像の特徴についてふれたい。

（1）ブレッソンの作品

　ブレッソンの最初の監督作品は、表 1のように

1934 年の『公共問題』である。長い間、この映画の

所在が不明であったため、1943 年の『罪の天使た

ち』が最初の作品とされることがある（ブレッソン

2019 年 21 頁）。1940 年代、この『罪の天使たち』

と『ブローニュの貴婦人』の 2本が製作されている。

　1950 年代、『田舎司祭の日記』『抵抗』『スリ』の

3本の作品が製作されている。ブレッソンは『田舎

司祭の日記』の後、自らの作品を「シネマトグラフ」

と呼ぶようになる（ブレッソン 1987 年 8頁）。それ

は、モンタージュ等の映像技法と登場人物の過剰な

演技を抑止した演出、独特の音響の追求を特徴とす

る姿勢を指す彼の造語である。この時期の作品のう

ち『抵抗』『スリ』は、監獄や刑務所が主要なシチ

ュエーションである。

　1960 年代、ロバを主人公にした『バルタザールど

こへ行く』や『少女ムシェット』『やさしい女』等

4本の作品が製作される。1970 年代、『白夜』『湖の

ランスロ』『たぶん悪魔が』の 3本が製作され、ブ

レッソンの遺作となるのが、1983 年の『ラルジャ

ン』である。

（2）ブレッソンの作品の映像的特徴　シネマトグラ

フ

　ブレッソンは、1950 年代以後、自分の作品をシネ

マトグラフと呼び、モンタージュ等の映像技法と独

特の音響をめざし、また出演者を「モデル」と呼ぶ

ようになる。

① シネマトグラフ

　ブレッソンが言うシネマトグラフとは、フランス

のリュミエール兄弟によるスクリーン投影方式では

なく、ブレッソンによれば、「運動状態にある映像
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と音響を用いたエクリチュール」（ブレッソン 1987

年 8頁）で、シネマトグラフの語尾のグラフ＝エク

リチュール（書くこと、描くこと）に映画独自の表

現方法を込めているという。一方、「シネマ」とは、

ブレッソンによれば、撮影された演劇を意味する否

定的用語である。

　ブレッソンは、『田舎司祭の日記』以後、シネマ

トグラフと称する表現方法、すなわちモンタージュ

等の映像技法と登場人物の過剰な演技を抑止した演

出、独特の音響によって作品を製作していく。この

うち映像技法に関しては、50 ミリカメラを専用し、

移動撮影（トラベリング）やパンの使用を制限する。

その一方で、『抵抗』や『スリ』の手のクロース・

アップ、暴力シーンの別映像や音での代替も特徴に

なっていく。この点について「疾走する馬の躍動感

を表現したい場合、私は強靭な胸と後半身しか見せ

ません」「何を見せて何を見せないか、とくに何を

見せないかを誤ってはいけません」（ブレッソン

2019 年 69・355 頁）と述べている。

② モンタージュ（編集）

　作品の第一の特徴は、モンタージュである。ブレ

ッソンは、モンタージュを単にクロス・カッティン

グの意味でなく編集の意味で用い、カットの結合が

映画独自の表現方法であると断言し、「モンタージ

ュとは、映画の視覚的、音響的要素を配置すること、

それらをこの上もなく正確な位置に置くことです。

諸要素は別々に捕まえられ、私のシステムのなかで

互いに接触させられて、生命と奥行きを得るのを待

っています」（ブレッソン 2019 年 109 頁）と語って

いる。なおモンタージュによるシーンやシークエン

スの切り替えに、フェイドイン・アウトが残存する

映画も多い。

③ 過剰な演技の抑制　モデル

　作品の第二の特徴は、アマチュアや無名俳優の配

役である。ブレッソンは出演者をモデル（主人公）

と呼び、「見せかけること（俳優）ではなく、在る

こと（モデル）」（ブレッソン 1987 年 5 頁）と識別

する。具体的には、「アマチュアや新人俳優は、職

業俳優よりも自意識が希薄で、素直で真っすぐなう

え忍耐強いので、職業俳優よりもずっと好意的にそ

うした試練に身を委ねてくれます。……人々が彫刻

家や画家のモデルについて抱いている観念と似たと

ころがあります」（ブレッソン 2019 年 57‒8 頁）と

述べている。

　ポール・シュレイダーによれば、この演出方法は

日本の映画監督、小津安二郎に類似するという。す

なわち、「ブレッソンの俳優の扱い方は小津のそれ

に非常に似ており、まったく同じ動機を持っていた。

ブレッソンも小津も、俳優の演技からあらゆる表現

を排除しようと努力した。そして、俳優が伝えるべ

き感情の“ヒント”あるいは説明を俳優に与えない

で、ただ正確な肉体上の指図を、つまり、頭をどの

くらいの角度で傾けておくか、いつ、どのくらい手

首を曲げるか、といった指図をしたのだ。二人はと

もに、俳優の持ち前の頑固な自己表現を“消耗”さ

せてしまうために、何度もくりかえして稽古をやら

せ、しだいに、新鮮な動きを機械的な動作に、表現

豊かな声の抑揚を穏やかな単調さに、変えたのであ

る」（シュレイダー 113 頁）と分析する。

　もっとも、こうしたブレッソンおよびカット・バ

ックを多用した小津安二郎の演出をモンタージュ

（編集＝映像の接合）のしやすさという点から、技

術的に理解することもできよう。

④ 音響　沈黙と雑音

　作品の第三の特徴は、沈黙や生活音の存在感の大

きさである。「トーキー映画は沈黙を発明した。絶

対的な沈黙と、物音のピアニシモによって獲得され

る沈黙と」（ブレッソン 1987 年 58 頁）と語り、『ス

リ』における駅の騒音の場合、「『スリ』の背景とな

るパリの物音を、磁気テープにそのまま録音しても、

聞くに堪えないごた混ぜにしかなりませんでした」

「私は、現実の一部、現実のかけらを摑みとり、そ

れらをある秩序に置くのです」（ブレッソン 2019 年

84‒5 頁）とその方法を説明している。

（3）社会から見るブレッソン作品の特徴　作品数と

ジャンセニズム

　ブレッソンは生涯で 14 本の作品を商業映画とし

て発表し、各作品の内容および製作本数は、製作－

配給－興行という映画の生産過程の制約を強く受け

てきた。表 1のように多くの映画賞を受賞し、世界

的に評価が高いにもかかわらず、作品数が少ないの

は生産過程における制約が理由といえよう。またブ

レッソン作品の特徴といえる芸術的な質へのこだわ

りは、カトリック的志向性の一つであるジャンセニ

ズム（ヤンセニズム）に由来することが指摘されて
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きた。

① ブレッソンの作品数

　半世紀にわたる監督生活であったが、ブレッソン

の作品数は、表 1のように 14 本とわずかである。

ブレッソンによれば、作品数が少ないのは、映画企

画の不採用や製作依頼の僅少さに由来する。この状

況は、友人の資金提供で製作された最初の作品、短

編映画の『公共問題』が「当たらなかった」（ブレ

ッソン 2019 年 16 頁）ために生じたとされ、次の作

品の『罪の天使たち』までに 9年間の年数を要して

いる。

　映画の制作には、資金提供等を担う制作者（プロ

デューサー）や配給者（会社）の関与が大きい。ブ

レッソンの作品の製作は低予算であるため、本来で

あれば、映画製作上、有利である。しかしプロデュ

ーサー等に企画が採用されることは、困難であっ

た。「私が寡作なのは、ただ単にプロデューサーを

見つけるのにいつも苦労していたからです」「プロ

デューサーが企画に飛びついてくれないからです」

（ブレッソン 2019 年 159 頁）と吐露し、実際、表 1

における 12 の『湖のランスロ』を 5の『抵抗』の

後に企画し、8の『バルタザールどこへ行く』の後

に「撮りたいと思っています」（ブレッソン 2019 年

73 頁）と語っていたものの、企画が実現したのは

1974 年であった。

　また、プロデューサーからの制作依頼も、多くな

い上に問題も生じている。転機となる 4作目の『田

舎司祭の日記』は注文仕事であったものの、「私の

シナリオは、一般に映画的と判断される出来事より

も、そうした面（心象＝筆者注）にこだわるもので

した。これが反感を買うことになったのです。当初

のプロデューサーと別れて、別のプロデューサーを

探さねばならなくなりました。プロデューサー探し

のため、つい最近まで、私はどれだけ時間を無駄に

してきたことか！」（ブレッソン 2019 年 169・252

頁）と語る。また企画からはずされることもあった。

1962 年の『ジャンヌ・ダルク裁判』から 1966 年の

『バルタザールどこへ行く』の間の 4年間に、ある

プロデューサーから、「『創世記』の冒頭（天地創造

からバベルの塔まで）を撮って欲しいという注文も

ありました。私はこの注文に夢中になって、シナリ

オを書き、半年ほどイタリアに滞在し、30 人もの

庭師と一緒に地上の楽園を造成したりしました…

…。そのせいで 2年分の仕事の時間を失ったばかり

か、2年余計にスクリーンから遠ざかることになっ

てしまいました。というのも『創世記』は結局、ジ

ョン・ヒューストンの『天地創造』（1966 年）とな

ってしまったからです」（ブレッソン 2019 年 231 頁）

と明かしている。

② ジャンセニズム

　ブレッソンの作品では、表 1のように、主人公や

主なロケーションが修道女や女子修道院（『罪の天

使たち』）、司祭や教会・司祭館（『田舎司祭の日記』）

であり、また多くの作品でも司祭・司教・牧師が登

場し、教会（聖堂）やミサのシーンが見られる。ス

ーザン・ソンタグによれば、『罪の天使たち』の製

作は「ドミニコ派の牧
マ マ

師で作家のブルックビルガー

に出会い、女の出獄者の世話とその社会復帰に尽力

しているフランスのドミニコ会ベタニアのことを共

同で映画にする話を持ち掛けられた」（ソンタグ 204

頁）のが契機という。ブレッソン自身が「私はキリ

スト教徒の映画作家です」（ブレッソン 2019 年 317

頁）と認めるように、ブレッソンの作品には信仰が

色濃く表れているのが特徴である。とりわけ指摘さ

れるのが、ジャンセニズム（ヤンセニズム）の影響

である。この点について、ブレッソンへのインタビ

ュアーの一人、ジョルジュ・サドゥールは「（同業

の批評家たちの何人かと一緒になって）あなたに

『ジャンセニスト』というレッテルを張りました」

（ブレッソン 2019 年 162 頁）と述べ、シュレイダー

によれば、アメデ・エイフル、アンドレ・バサン、

ソンタグが作品の特徴を「ジャンセニズム的演出」

「救済と至福の現象学」「精神的スタイル」と指摘し

ている（シュレイダー 113 頁）。

　ミシェル・クリスチャンによれば、ヤンセニズム

はベルギーの司教のコルネリウス・ヤンセン（1585‒

1638 年）に由来する教義である。ヤンセンはアウグ

スティヌスに関する著作の中で、原罪による人間の

堕落と本当の自由の不在という予定説を主張し、そ

の後、パリの修道院を中心にその教義が広まる。こ

の教義はイエズス会と論争になるものの、一般信者

には神学論を超えて厳格主義　聖体や儀礼への過度

の崇敬　として広まった教義である（クリスチャン

127‒8 頁）（1）。

　実際、ブレッソンの作品の主人公・登場人物の多

くは、邪悪さに引き寄せられるように暴力や犯罪を
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重ね、表 1のように、自殺や処刑を含む死や警察・

監獄での拘束で終わっている。シュレイダーは、「ブ

レッソンは人物たちの人生の結末を予告してしまう

ことで、彼らの運命を予告する。そこでドラマは、

人物（あるいは観客）が予定された運命を受け入れ

るか、入れないかということになる」（シュレイダ

ー 152 頁）とドラマツルギーを分析し、さらに映像

もジャンセニズムの影響下にあると見て、「ブレッ

ソンの肖像画的技法はビザンティン美術の伝統下に

あり、彼の運命予定、自由、および寵愛の神学はジ

ャンセニズムの流れをくむものであり、彼の美学は

スコラ哲学に由来する」（シュレイダー 173 頁）と

断言する。

　一方、ブレッソン自身は、自らに貼られたジャン

セニストというラベルに関して、それは「装飾や過

剰を好まず、無駄をそぎ落とした、裸のものを好む

という意味」であると限定し、「私はジャンセニス

トだと言われますが、決してそんなことはありませ

ん……形式に関しては話は別ですが」（ブレッソン

2019 年 163・317 頁）と反論する。また神学論のジ

ャンセニズムに関して、ブレッソンへのインタビュ

アーの一人であるジャン・リュック・ゴダールに対

して、「われわれの生活は、 予
プレデスティナシオン

定 説 ……　つま

りジャンセニズムですね　と同時に偶然からなって

いるということです。偶然（われわれはバルタザー

ルの偶然を思い出します）……、それはおそらくこ

の映画の出発点にあったものです」（ブレッソン

2019 年 201‒2 頁）と予定説にとらわれないと述べて

いる。

2．ブレッソン作品と社会　作品に対する社会学
的視点

　ブレッソンの作品の特徴は、このように非商業主

義志向（シネマトグラフ）とジャンセニズム　神学

的および／あるいは一般的信条　の反映であると指

摘されてきた。しかしそのテーマ性やドラマツルギ

ーの地平に踏みとどまらず、映像に映された主人公

の社会性　さまざまな登場人物や主人公をとり巻く

社会との関係性　を通して、ブレッソン作品に描か

れる個人と社会の特徴を析出し、現代社会の一端を

考察することも可能である。

（1）作品に対する社会学的視点　主人公の孤独

　ブレッソン作品を見ると、主人公を含む二人以上

の登場人物のショットや他の登場人物とのカット・

バックのシーンの前後に、主人公のシングル・ショ

ットが挿入される作品が多いことに気づく。このシ

ングル・ショットでは、主人公が日記やメモを記し、

独白（ナレーション）をする。この主人公のショッ

トやシーンが形式化されるのは、『田舎司祭の日記』

である。シュレイダーによれば、ジャン・セモリュ

エは、このシーンが主人公の隔離を表象するものと

規定している（シュレイダー 123 頁）。すなわちシ

ングル・ショットによる主人公の自己提示シーン

は、映像における一人の存在、台詞における一人語

りを用いた主人公の孤独の視覚化といえるものであ

る。

　 ブ レ ッ ソ ン 自 身、「 孤 独 と い う 主 題 は、

無
デ プ イ ユ マ ン

駄のそぎ落としや冷たさを伴うものであって、ひ

どく不快で、おそらく耐えがたいものです」（ブレ

ッソン 2019 年 103 頁）と語っているが、このシン

グル・ショットによる主人公の自己提示　孤独　は、

ショット数の多寡に関係なくブレッソン作品の基本

スタイルであり、またブレッソン作品の主人公の社

会的特徴を示すシーンと見ることができる。本稿で

は、『田舎司祭の日記』以後の現代を扱ったブレッ

ソンの作品の主人公の社会的特徴を孤独と見定め、

映像を通して、孤独な主人公と主人公をとり巻く社

会の解明をめざす。

（2）個人と社会の関係性

　孤独な主人公と社会との関係性を社会学的に解明

するために、主人公をとり巻く社会のロケーション、

主人公と社会の関係性（媒介の存在、社会の（不）

安定性）、主人公をとり巻く社会的世界の 3つに分

析視点を設定したい。

① ロケーション　都市・農村

　ブレッソンの作品の主人公は、表 2のように、ロ

ケーションによる属性の相違が見られる。そのため、

主人公の孤独はロケーションの区分　農村と都市　

を通して、社会的特徴が明白になると想定され

る（2）。

　なお、ブレッソン自身の都市・農村の認識を紹介

すれば、都会に関して「私にとってパリとは、幾つ

かの特権的な場所、なじみのあるお気に入りの場所
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からなっています。私はできる限り自分の経験を映

画のなかに詰め込むようにしています」（ブレッソ

ン 2019 年 302 頁）と述べ、都市に強い親和性が感

じられる。一方で、農村に関して「私は長いこと田

舎に住んでいました。しかし現代的な生活からあま

りにかけ離れた『「田舎風映画』というものは信用

していません。『少女ムシェット』で、大きなトラ

ックの騒音を聞かせたのは、そういう理由からです。

『バルタザールどこに行く』でも、できる限り自動

車を登場させましたね」（ブレッソン 2019 年 302 頁）

と語り、交通手段を通して都市とつながり、都市化

が進む姿をイメージしている。

② 主人公と社会の媒介

　ブレッソン作品の主人公は孤独ではあるものの、

それでも周囲の社会と何らかの関係を保持してい

る。こうした主人公と社会の関係において、両者を

結節する人物や事物が登場する。本稿では、ルネ・

ジラールにならって媒介と呼ぶことにする。ジラー

ルは、フロベールやプルースト、スタンダール、ド

ストエフスキー等の近代的意識が内包される文学作

品における情熱やスノビズムの分析から、主体と媒

体、対象が欲望の三角形を形成すると主張し、媒体

の役割に着目する（ジラール 1‒28 頁）（3）。

　本稿では、ジラールの分析にならって、主人公・

媒介（者）・社会を設定し、孤独な主人公と社会と

の関係を、主人公と媒介者が信頼関係で結ばれ、媒

介者の社会に対する対応や理解を主人公が受容し、

社会に対応、理解する状況、つまり図 1の 1のよう

に、ジラールが三角形と呼ぶ関係を想定する。加え

て、主人公が社会に直接関与できない、しない状況

（典型的には、収容所型施設）において、図 1の 2

のように、媒介者が主人公の取次として社会に対応

（代行）する直線的な関係も想定したい。

③ 社会解体の危機

　大半のブレッソンの作品は、表１のように、主人

公の死で結末する。その原因は、主人公の側だけで

なく社会の側にもあると疑われる。すなわち主人公

と社会の間の不和の一因に、主人公をとり巻く社会

表 2　現代を扱った作品における主人公と主なロケーション

作品
主人公 主なロケー

ション　名前 属性 自己提示

罪の天使たち アンヌ・マリー 富裕層の娘 院長等との会話 都市

ブローニュの森の
貴婦人たち

エレーヌ 富裕層 復讐
会話

都市
アニエス 貧困に転落

踊り子
手紙
会話

田舎司祭の日記 若い司祭
（役職名で呼ばれる）

小教区主任司祭。神学校卒後、
初めての司牧地

日記
ナレーション 農村

抵抗 フォンティーヌ
レジスタンス
（中尉）
監獄の囚人

ナレーション
壁の文字
囚人間のメモ

都市

スリ ミシェル 一定の家庭出身で学歴を有する
と推定。職業・生活に恵まれず

日記
ナレーション 都市

バルタザール
どこへ行く

バルタザール ロバ（愛玩→労働力） 鳴き声
農村

マリー 校長の娘 非言語

少女ムシェット ムシェット 下層で家庭環境に恵まれない。成績不良 非言語 農村

たぶん悪魔が シャルル 富裕層の出身。大学をドロップアウト　 ミシェル等との会話 都市
ラルジャン イヴォン 石油販売店の現業職 非言語 都市

図 1　媒介の存在形態
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の脆弱性が想定されるからである。こうした主人公

をとり巻く社会　とりわけ成員間の関係　に着目す

ることで、社会の問題状況が明らかになろう。

④ 社会的世界　動物・信仰・暴力

　さらに、ブレッソン作品の主人公をとり巻く社会

的世界は独特で、信仰とともに暴力・犯罪、果ては

動物等の生き物までも登場している。こうした社会

的世界の構成物は印象的であるものの、あまりにも

雑多で多様なため、社会学的な把握・理解を超える。

本稿では、やむを得ず動物等を都市・農村という社

会学的観点に結び付け、信仰と暴力・犯罪のシーン

については抽象化して観念的世界に関連づけて理解

していく。

（3）ブレッソン作品の区分と分析

　以上の視点を通して、ブレッソン作品の内容の分

析を試みていく。なお本稿では、『田舎司祭の日記』

以後の作品の中で、現代の農村と都市をロケーショ

ンにする作品のうち入手できた 6作を分析の対象に

している。

　次節で、農村をロケーションにした作品、第 4節

で、都市をロケーションにした作品について、主人

公の社会的孤立と社会関係、社会的世界について明

らかにする。最後の第 5節で、ブレッソン作品にお

ける個人と社会について考察していく。

3．農村をロケーションにした映画

　フランスの農村をロケーションにした作品とし

て、『田舎司祭の日記』『バルタザールどこへ行く』

『少女ムシェット』をとり上げ、主人公の社会関係

や社会的世界を整理したい。

（1）田舎司祭の日記

　本作のロケーションは、フランス北部の寒村（小

教区）である。冒頭が日記のシーンで、次のシーン

で若い司祭が自転車を降りて汗を拭き、大地主（領

主）の邸宅の広い庭を眺める姿が映る。若い司祭は

神学校卒業の直後で、この地が最初の赴任地である。

司祭館には小農と思しき老人が押しかけ、妻の葬儀

代が高いと食って掛かかる。家族関係が揺らぐ大地

主家族やこうした村人（信徒）になじめない若い司

祭の頼りは、近くの都市トルシーの小教区を担当す

る老司祭である。この村は鉄道で専門の医院やカフ

ェのある地方都市と結ばれ、そこで神学校の同期生

が女性と暮らしている。

　資料表１の主人公の項目のように、若い司祭は全

シーンに登場する視点人物である。そのうち主人公

のシングル・ショットのみのシーンは、No.1 の日

記や手のシーンを含めて 8シーンで、日記を綴るの

が 4 シーン（No.1・No.18・No.32・No.41）、祈り

等の信仰が 2シーン（No.15・No.21）、手紙関係が

2シーン（No.16・No.25）である。

　それ以外のシーンでは、若い司祭と一緒に他の人

物が登場する。最も登場が多いのが領主の家族で、

シーンの数は領主の娘（以後、娘A）7、領主 6、

妻 3、家庭教師 3、甥 1である。さらに近隣の小教

区を担当するトルシーの司祭 5、公教要理を受講す

る娘（以後、娘B）3、神学校時代の友人 2、司祭館

の職員 2シーンである。

　領主家族では、領主がNo.2 で娘Aの家庭教師と

抱擁する姿が、若い司祭に目撃される。当初、領主

はNo.9・No.10 のように、若い司祭の子どものた

めのスポーツ施設づくりに賛同するものの、No.28

では若い司祭を無視するようになり、No.31 で司祭

失格と批判する。家庭教師は、領主と関係をつづけ

る一方で、No.8の平日のミサに与る。娘AはNo.9・

No.11 で両親等と一緒に若い司祭に会う関係から、

No.17・No.22 は若い司祭と一対一で会うようにな

り、手紙を渡し詰問を始め、No.38 では一人で司祭

館を訪問し、若い司祭の荷造りを手伝う。領主の妻

は、No.11 で居留守を使う夫の代わりに若い司祭に

会う。亡くなった男の子の話をし、No.26 ではその

子の死を天罰と受けとめていると若い司祭に語る。

領主の甥はNo.39 に登場して若い司祭をオートバイ

に乗せ、駅に送る途中、若い司祭も若者の一人であ

ると話し、気持ちを軽くさせる。

　トルシーの司祭はNo.4 に登場し、赴任早々の若

い司祭に信徒には権威的に振る舞うべきと助言し、

No.14 では信徒との関係を保つように助言する。

No20 の医師の葬儀ミサ後、動揺する若い司祭に医

師の自殺説を否定する。No.33・No.34 になると、

領主の妻の死に対する若い司祭の対応や生活状況の

改善を助言しつつも、突き放した対応に変わる。若

い司祭は飲酒をとがめられるが、もはや助言に従わ

なくなる。
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　娘 Bは堅信の公教要理の受講者で、No.7・No13

のように他の受講の子どもたちと一緒に若い司祭を

からかい、悪戯を繰り返す。しかしNo.36 では病気

に苦しむ若い司祭を介抱し、帰り道でその手をそっ

と握る。医師に若い司祭が会うシーンはNo.12 のみ

である。しかし二人の会話から共通性が確認され、

若い司祭は医師の話を告解ととらえる。教会の職員

は、No.19・No.27 で医師の死や領主の妻の手紙を

若い司祭に伝える。

　これらの登場人物のうち若い司祭と社会を媒介す

るのは、トルシーの司祭と後述の神学校時代の友人、

医師、領主の甥である。しかし若い司祭はトルシー

の司祭から見放されたと感じるようになる。医師は

1シーンの登場ではあるが、若い司祭の宗教世界に

影響を及ぼし、領主の甥は最後近くに登場し、世俗

の楽しさを伝える。

　動物等の登場は、馬が最多で 6シーンである。多

くが馬車を引く移動手段で、自動車とともに映され

て時代遅れを象徴する。また本作の主人公が司祭で

あるため、多くのシーンに信仰が関係している。し

かし村の信徒との関係や施設の立ち上げといった教

会の組織運営に関わるものが多い。教会の平日ミサ

や葬儀ミサ後の時間、子どもたちへの公教要理も映

され、教会外でもNo.11・No.12・No.26・No.27 の

ように信徒（領主の妻）との問答のシーンがある。

一方、信徒と神の媒介者といえる司祭自身の信仰に

関して、No.15・No.28 の祈りとともにNo.18 の神

に見捨てられた思い、No.21 の信仰の保持の望み、

No.32 の神との距離等、信仰の揺れが描かれ、つい

にNo.40 では訪問先の教会で祈れなくなる。しかし

死を前にNo.41・No.42 で友人に告解をし、死を神

の思し召しと受け入れる。

（2）バルタザールどこへ行く

　本作のロケーションはフランス南西部の村であ

る。都市に住む農園主が、毎年夏、3人の子どもと

自動車で来村する。その隣家に住むマリーは校長夫

婦の娘で、夏を農園主の子どもと過ごす。子どもた

ちは、子ロバを気に入り、洗礼を授けてバルタザー

ルと名づける（4）。

　しかし、農園主の子の一人の死を契機に来村が途

絶え、バルタザールは荒んだ飼い主の間を転々する。

一方、中流家庭に育つマリーも不良一味のリーダー

でパンの配達夫の下層青年（ジェラルド）に見込ま

れ、その一味に転落する。マリーの父親に対する村

人の讒言のため家族が財産を失う中、マリーは農園

主の子どものジャックと再会し立ち直りを図るもの

の、不良の一味に辱められ出奔する。一方、バルタ

ザールはジェラルド一味の密輸に利用され、警備隊

に国境近くで銃殺される。

　資料表 2のように、本作の主人公といえるのが、

バルタザールとマリーである。バルタザールとマリ

ーが一緒に登場するのは 20 シーンに及ぶ。No.1 ～

No.4 では、バルタザールは愛玩動物として子ども

たちと登場している。No.7 のバルタザールとマリ

ーの再会後、No.9 でマリーが愛玩する様子をジェ

ラルドがのぞき見し、バルタザールに嫉妬する。し

かしNo.10 のミサ後の教会の前で馬車や自動車と並

ぶ光景やNo.11 の公証役場の前で父を待つシーンの

ように、しだいにバルタザールは移動手段の様相を

呈し、ついにNo.13 で自動車に乗り換えるマリーの

家族から放逐される。当初はNo.15 のように、マリ

ーはバルタザールに心を寄せるものの、No.16 では

マリーはバルタザールと別のショットで映されるよ

うになり、No.21・No.22・No.30 ではマリーはバル

タザールにまったく関心を向けなくなる。その一方

でNo.42 では、絶望の淵にいるマリーの母親が、バ

ルタザールを聖なるロバと呼ぶようになる。

　マリーがバルタザール以外の人物と映るのは、4

シーンである。No.4 の農園主の子どもとの別れ、

No.13 のバルタザールを手放すシーン、No.18 の納

屋でのジェラルドとの密会、No.39 でジェラルドの

一味に辱められるシーンである。一方、バルタザー

ルがマリー以外の人や動物と映るのは 16 シーンに

及ぶ。No.5・No.6 では輸送業者の下での労働のつ

らさのあまり、逃げ出している。No.14 ではパン屋

に買い取られ、ジェラルドからひどい虐待を受ける。

No.23 で殺処分寸前のバルタザールはパン屋から性

格破綻者のアルノルドに引き取られ、その後の

No.26 で虐待を受け、No.27 で裁判所前の道を自動

車の間を縫うように逃走する。No.28 ではサーカス

小屋に紛れ込み芸を覚えて花形になるものの、見物

に来たアルノルドに見つかる。No.31 で遺産相続を

喜びどんちゃん騒ぎをしたアルノルドがバルタザー

ルから転落死し、バルタザールは家畜市場で吝嗇な

穀物商に買い取られ、No.33・34 では鞭に打たれて
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脱穀作業に従事する。No.36 でマリーと関係を持っ

た穀物商から両親に返されるものの、バルタザール

はNo.43 ～ No.45 でジェラルドに密輸の輸送手段

に使われ、国境近くで警備隊に射殺される。

　マリーとバルタザールが登場しないのは 5シーン

である。ジェラルドのNo.17 のパン屋の売上金の使

い込みとNo.19 の殺人に関する警察の出頭命令、

No.20 のジェラルドの一味とアルノルドの警察での

聴取、No.25 のアルノルドの禁酒の祈り、No.32 の

家畜市の競売のシーンである。

　主人公と社会をつなぐ媒介者は、マリーの場合、

かつての両親や農園主家族から不良のジェラルドに

転じ、さらに再会した農園主の子ども（ジャック）

も含めることができる。一方、バルタザールの場合、

マリーを含むさまざまな飼い主が人間社会と結びつ

けている。

　本作の中で文字が登場するのは 2シーンである。

No.11 の公証役場での農園主の手紙、No.32 の役所

でのアルノルドの死亡届である。動物等の登場は、

バルタザールが大半のシーンに登場し、他にNo.10

のミサ後の教会前で馬車を引く馬、No.21 のアルノ

ルドの庭の鶏、No.24・No.26 のアルノルドのもう

1匹のロバ、No.28 のサーカスの虎や猿、象、No.33

の穀物商の作業場の牛と山羊、No.45 のバルタザー

ルが射殺される国境の牧草地の羊の大群と犬であ

る。

　信仰に関するシーンは、No.2 に農園主の子ども

とマリーのロバへの洗礼、No.10 の教会のミサで聖

歌隊のジェラルドの独唱、No.14 の司祭からパン屋

へのジェラルドの就職依頼、No.25 のアルノルドの

ベッドでの禁酒の祈り、No.40 の司祭のマリーの父

親への病者の塗油、No.41 の母の祈り、No.42 の葬

列のためのジェラルドによるバルタザールの連れ出

し等である。一方、暴力・犯罪に関しては、労働力

となったバルタザールに対して、輸送業者やジェラ

ルド、アルノルド、穀物商が虐待や鞭で労働を強要

する場面が 10 シーン程度である。またジェラルド

とその一味による人間への嫌がらせや暴行は、マリ

ーに対して 4シーン、アルノルドに対して 2シーン

で、他にジェラルドのパン屋での使い込みと警察の

殺人事件の取り調べの各 1シーンである。

（3）少女ムシェット

　本作は、南フランスの村をロケーションとし、冒

頭のシーンは、主人公ムシェットの病気の母親が教

会で祈る姿である。それに続くシーンで、貧困の上

に愛情に欠けた不幸な家族状況が映される。ムシェ

ットは学校の教員から反感を買い叱責される一方

で、同級生に嫌がらせをする性格である。子どもな

がらにカフェで働き、大人の世界に接するものの、

父親から給金をとり上げられ、母親に代わって家事

を担っている。

　ムシェットは移動遊園地で大人の男と遊び、父親

に叱られ、学校の帰りに入り込んだ森で密猟者のア

ルセーヌに出会う。密猟者の部屋について行き、大

人のように酒を飲まされ暴行される。しかし打ち明

けて相談したい母親からは、いつも通りに乳児のミ

ルクづくりとおむつ替えを頼まれ、翌朝、ミルクを

買いに行ったカフェの店員にふしだらと蔑まれ、ム

シェットは反抗的になる。森番夫婦や優しく接する

老女に反抗し、ついに森に入って自殺を遂げる。

　資料表 3のように、アヴァン・タイトルのNo.1

の母親とNo.2 の森番と密猟者、No.4 のカフェの店

員のシーンをのぞくシーンで、主人公のムシェット

が登場する。しかしシングル・ショットのみのシー

ンはなく、いつもムシェットは誰かと一緒に登場す

る。

　ムシェットが人と一緒に登場するシーンは、定職

につかず家庭不和の原因である父 7（うち 1は声の

み）、次いで病気の母親 5、森番 5、カフェの店員 4、

学校の子どもたち 4、密猟者 3で、他に教師、乳児、

父親の仲間やカフェの客、森番の妻、老女、トラク

ターの農夫等である。ムシェットの父親はNo.5 で

夜間、酔って帰宅し、No.10 ～ No.12 でムシェット

をカフェで働かせて金を巻き上げ、ミサに与るよう

教会入口に突き飛ばし、移動遊園地で男と親しく遊

ぶムシェットの頬を張る。No.20 ではムシェットの

反抗的な目つきをとがめる。また森番は、密猟とカ

フェの店員をめぐるさや当てから密猟者を憎悪し、

No.10 ～ No.12 ではムシェットの前でカフェの店員

に言い寄る。No.15 でムシェットは森番と密猟者が

喧嘩をし、森番が殺害される様子を目撃するものの、

No.22・No.23 でムシェットが覗く家から森番が現

れ妻とともに、密猟者が何をしたのか詰問する。カ

フェの店員はNo.10 ～ No.12 でムシェットの前で
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森番をあしらい、密猟者と移動遊園地で遊び、

No.21 で暴行を受けたムシェットをふしだらと詰

る。病気の母親は、No.5・No.13 で自宅のベッドで

横たわってムシェットの介護を受け家事や育児を任

せている。しかしNo.18 ではムシェットの様子と思

いに気づかず、No.19 で自分はバカだった、悪い男

に騙されたと言いながら亡くなる。学校の子どもた

ちが登場するシーンは、No.6 ～ No.8・No.14 で登

下校と授業である。密猟者は、森番と一緒に登場し

た後、No.16・No.17 でムシェットに一対一で会い、

自宅に連れ帰って飲酒させ、暴行する。

　これらの登場人物のうちムシェットと社会をつな

ぐ媒介者は、両親とカフェの店員である。母親はム

シェットを家族生活、父親は労働力として大人の世

界、カフェの店員は大人の恋愛に結びつける。

　文字が映るシーンは、No.7 の教室の教員の背の

黒板の小さな文字のみである。動物等の登場は

No.2 の密猟者の罠にかかった鳥、No.25 の猟犬と

追われるウサギである。信仰に関するシーンは、

No.1 の教会での母の祈り、No.11・No.12 の教会と

ミサ後の光景である。暴力・犯罪等に関しては、

No.7 で教師がムシェットに体罰を加え、一方、

No.8・No.14 でムシェットが下校時に子どもたちに

嫌がらせをし、ムシェットも男子生徒から悪戯をさ

れる。父親はNo.11 でムシェットから金を巻き上げ

て突き飛ばし、密猟者はNo.2 で密猟をし、No.15

で森番を暴行し、No.17 でムシェットを暴行する。

No.25 でウサギが犬に追いかけられ銃で撃たれ、

No.26 ではムシェットが自殺する。またNo.21・

No.23 でカフェの店員と森番夫婦がムシェットを言

葉で追い込んでいる。

　以上、農村をロケーションにした作品の主人公と

他の登場人物との関係、すなわち社会関係および社

会的世界を概略した。表 3の主人公の社会関係の整

理のように、『田舎司祭の日記』では、若い司祭が

ほぼすべてのシーンに登場し、日記や祈りのシング

ル・ショットが登場シーンの 2割に及ぶ。その一方、

農村（小教区）社会の状況は激高する小農の老人以

外は、領主（地主）の家族関係が 3分の 1を占め、

領主・妻・娘Aと家庭教師の複雑な関係性が村の

社会として描かれている。さらに娘Aと娘Bが若

い司祭に異性として興味をいだき、近づいている。

　若い司祭とこうした村人を媒介するのが、表 4の

表 3　農村における主人公の社会関係

作品名
全シーン数

主人公 主人公とともに登場する主な人物

主人公 シーン数 登場人物 シーン
数　　

媒介
者　 登場人物 シーン

数　　
媒介
者　

田舎司祭の日記
若い司祭

41

領主の娘（娘Ａ） 7 トルシーの司祭 5 ○

領主 6 公教要理の娘（娘Ｂ） 3

領主の妻 3 司祭館の職員 2 ○

＊シングル ･
ショット 8

領主の家庭教師 3 神学校時代の友人 2 ○
42 シーン 領主の甥 1 医師 1 ○

バルタザール
どこに行く

マリー＋
バルタザール

20

＊シングル ･
ショット 0

ジェラルド 11 農園主の子ども 4

マリーの父 6 アルノルド 2

マリーの母 5 穀物商 1

マリー
4 農園主の子ども 1 ○ マリーの母 1 ○
＊ 0 マリーの父 2 ○ ジェラルド 2 ○

バルタザール
16

輸送業者 2 ○ マリーの父 2 ○

パン店 2 ○ マリーの母 1 ○

＊シングル ･
ショット 1

ジェラルド 6 ○ サーカス団員 1 ○
45 シーン アルノルド 7 ○ 穀物商 3 ○

少女ムシェット
ムシェット

23
父親 7 ○ カフェの店員 4 ○

森番（1回は妻も） 6 密猟者 4

＊シングル ･
ショット 0

母親 5 ○ 老女 1
26 シーン 学校の子どもたち 5 男 1

注：シーン数は＊のシングル・ショットを含むシーン数で、筆者独自の推計である。
　　なおシングル・ショットは、主人公一人のものに限定し、筆者独自の推計である。
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表
4　

農
村

に
お

け
る

主
人

公
・

主
な

媒
介

者
・

社
会

作
品

主
な
媒
介
者

関
係

属
性
・
特
徴

媒
介
の
形
態

媒
介
の
状
況

田
舎
司
祭
の
日
記

ト
ル
シ
ー
の
司
祭

隣
り
の
小
教
区

の
司
祭
　
　
　

隣
り
の
小
教
区
主
任
司
祭
・

ベ
テ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　

指
導
・
誘
導

村
人
（
信
徒
）
に
は
権
威
的
に
接
す
る
こ
と
を
助
言
し
、
若
い
司
祭
は
助
言
に
従
い
領
主
の
妻
と

問
答
を
す
る
。
娘
Ａ
を
悪
魔
と
呼
ぶ
。
若
い
司
祭
を
突
き
放
し
、
若
い
司
祭
は
従
わ
な
く
な
る
。

村
人

司
祭
館
の
職
員

取
次

村
人
の
状
況
を
司
祭
に
伝
え
る
存
在
。
村
人
と
の
交
流
の
少
な
さ
が
浮
か
び
上
が
る
。

医
師

村
の
知
識
層

指
導
・
誘
導

信
仰
の
告
白
の
つ
も
り
で
信
仰
へ
の
懐
疑
を
聞
く
。
そ
の
後
、
信
仰
へ
の
懐
疑
が
生
ま
れ
る
。

領
主
の
甥

外
人
部
隊

指
導
・
誘
導

外
国
人
部
隊
の
司
祭
の
話
、
司
祭
も
若
者
の
一
人
と
い
う
話
を
聞
き
安
堵
す
る
。

神
学
校
時
代
の
友
人

聖
職
を
断
念
し
、
薬
品

関
係
の
自
営
業
　
　
　

取
次

若
い
司
祭
の
最
期
を
手
紙
で
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
に
伝
え
る
。

バ
ル
タ
ザ
ー
ル

ど
こ
へ
行
く
　

ジ
ェ
ラ
ル
ド

マ
リ
ー
の
恋
人

と
な
る
　
　
　

下
層
で
不
良
・
犯
罪

指
導
・
誘
導

両
親
や
農
園
主
家
族
か
ら
な
る
社
会
か
ら
マ
リ
ー
は
下
降
し
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
非
行
社
会
に
染
ま

っ
て
い
く
。
マ
リ
ー
を
暴
行
す
る
。

ジ
ャ
ッ
ク

農
園
主
の
子
ど
も

都
市
か
ら
夏
に
来
村

指
導
・
誘
導

ジ
ャ
ッ
ク
の
結
婚
の
申
し
出
に
、
マ
リ
ー
は
や
り
直
し
を
決
意
す
る
。

バ
ル
タ
ザ
ー
ル
の
飼
い
主

さ
ま
ざ
ま
な
村
人

取
次

過
酷
な
労
働
に
従
事
さ
せ
、
人
間
社
会
に
結
び
つ
け
る
。
愛
玩
動
物
時
代
は
媒
介
者
の
愛
（
家
族

愛
）
の
対
象
と
さ
れ
、
労
働
力
時
代
は
媒
介
者
が
社
会
か
ら
受
け
る
不
満
や
屈
辱
の
は
け
口
と
し

て
虐
待
さ
れ
る
。

少
女
ム
シ
ェ
ッ
ト

母
病
気
で
療
養
中

指
導
・
誘
導

病
に
伏
し
、
家
族
愛
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
る
。
夫
と
の
関
係
か
ら
男
性
に
注
意
す
る
よ
う
ム
シ
ェ
ッ

ト
に
助
言
す
る
。

父
子
ど
も
を
働
か
せ
搾
取
・

犯
罪
的
行
為
　
　
　
　
　

指
導
・
誘
導

カ
フ
ェ
で
働
か
せ
て
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
を
大
人
の
世
界
に
接
近
さ
せ
る
。

カ
フ
ェ
の
店
員

若
く
、
男
性
に
人
気

指
導
・
誘
導

男
と
の
交
渉
、
あ
し
ら
い
。
恋
の
さ
や
当
て
を
見
せ
る
。
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ように、トルシーの司祭と司祭館の職員である。ト

ルシーの司祭は、村人には権威的に対応するように

助言し、若い司祭は領主の妻に毅然とした対応をす

る。また娘Ａへの対応に悩む若い司祭に対して、ト

ルシーの司祭は、娘は悪魔であると助言する。一方、

司祭館の職員は村の状況の伝達や手紙等の取次にと

どまることで、若い司祭と村人の距離を浮き彫りに

する存在である。また若い司祭は無神論者の医師の

回心を実感したものの、しだいに医師の無神論の影

響を受け始め、祈りができなくなる。神学校時代の

友人は、死を前に信仰を取り戻した若い司祭の思い

をトルシーの司祭に手紙で伝えている。

　『バルタザールどこへ行く』は、表 3のように、

バルタザールとマリーの二人が他の登場人物と映る

シーンが半数弱である。マリーがバルタザール以外

の人物と一緒に登場するシーンが 1割弱にとどまる

のに対して、バルタザールがマリー以外の人物と一

緒のシーンは 3分の 1強に及ぶ。マリーをとり巻く

村の社会は、家族および夏に来村する農園主の家族

から、下層で不良のジェラルドの一味や生活破綻者

のアルノルド等から構成されるものに変わる。主人

公と社会との関係に関して、ジェラルドに見込まれ

たマリーは、表 4のように、不良の一味の価値観と

行動を受け入れていく。一方、マリーの家族が手離

して愛玩動物の地位を失ったバルタザールをとり巻

く人間社会とは、運輸業者・パン屋・穀物商という

飼い主で、もはやバルタザールは労働力に他ならな

くなる。

　『少女ムシェット』ではムシェットが大半のシー

ンに登場するものの、表 3のように、シングル・シ

ョットのシーンはなく、半数が家族と一緒のシーン

である。次に大人　森番・密猟者・カフェの店員・

男等　と一緒のシーンが多い。一方、子どもの世界

は学校のシーンが 2割弱にとどまる上、敵対的な関

係である。こうしたムシェットと村の社会をつなぐ

のは、表 4のように、まず両親である。しかし病弱

の母親は家族愛を伝える存在から失墜し、ムシェッ

トを家事労働力として当てにし、死を前に男性不信

を吐露して自分の人生を呪う。一方の父親は、ムシ

ェットをカフェで働かせて金を巻き上げ、殴り、大

人の世界を垣間見させる存在である。カフェの店員

は大人の恋愛をムシェットの前で見せつけ、ムシェ

ットもその行為をなぞるようになる。

4．都市をロケーションにした映画

　次に、都市をロケーションにした『スリ』『たぶ

ん悪魔が』『ラルジャン』とり上げ、主人公の社会

関係や社会的世界を整理したい。

（1）スリ

　パリをロケーションにした本作では、主人公のミ

シェル等が住むアパート（アパルトマン）とともに、

鉄道・地下鉄や駅構内、ホテルやカフェ、競馬場の

シーンが多く、都市の雑踏と喧騒が映し出される。

また夜のシーンも多く、光をたたえて夜の街を走る

バスが都会をシンボライズする。この映像は、『白

夜』『たぶん悪魔が』で光に満ちた船がセーヌ川を

通り過ぎるシーンに受け継がれていく（5）。

　ミシェルは安アパートの小部屋、病気の母親は別

のアパートに暮らしている。ミシェルの出身・属性

は語られないが、友人のジャックとの会話からパリ

に育ち、一定の学歴を有すると感じさせる。しかし

失職のためか職に就いてなく、母の部屋で金を盗む。

資料表 4の主人公の項目のように、ミシェルは全シ

ーンに登場する視点人物で、シングル・ショットの

シーンが数多い。資料表 4ではNo.1・No.35 のシ

ーンのみを掲載しているが、実は、作品に主人公が

日記をつづるシーンは数多い。日記を綴るシーン以

外のシングル・ショットは 7シーンあり、大半がミ

シェルの自室か独房である（6）。一方、33のシーンで

はミシェルとともに他の人物が登場する。主な人物

は、母親の隣室に住む若い女性ジャンヌ 11、友人

のジャック 9、スリの対象者 9以上、警部 6、スリ

仲間Ａ 5、母親 1である。

　登場シーン数が最も多いジャンヌは、幼い妹とも

に両親に捨てられた身の上にもかかわらず、隣室の

ミシェルの母親の世話をする。この縁から、ミシェ

ルとその友人のジャックの交流が始まる。当初、

No.5 で母親に会おうとしないミシェルから金を預

かり、No.12 では母親の思いをミシェルに伝える。

さらにNo14・No.15 でミシェルに母親の危篤を知

らせ、一緒に母親を見舞い、No.16・No.17 で母親

の葬儀ミサに出て、母親の荷物の整理を手伝う。ミ

シェルはジャンヌの信仰を見下し、No.32 でジャン

ヌと別れる。数年後のNo.36 で幼児を抱えるジャン
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ヌに再会し、No.37 で堅気になってジャンヌを支え

ようとする。しかし再びスリを働き、No.40 の留置

所に面会に来たジャンヌに無罪を勝ちとる算段を

語るものの、ジャンヌの訪問が途絶えて絶望に陥る。

No.42 でミシェルは、ジャンヌを通して愛を知る。

　ジャックはミシェルの友人で、ジャンヌや警部と

交流がある。ジャックが一人でミシェルに会うのは

No.20・No.27・No.29 で、ミシェルの部屋の内外で

ある。スリ行為を議論し、ミシェルのスリの行為を

諫め、ジャンヌに警察の召喚状が届いたことを告げ

る。一方、ミシェルは、ジャックに対してジャンヌ

への恋慕を疑う。ジャックとジャンヌの二人がミシ

ェルに会うのはNo.16・No.26 で、葬儀ミサや遊園

地である。またジャックが警部と一緒にミシェルに

会うのは、No.6・No.9・No.21 のいずれも夜のカフ

ェで、三人で犯罪について議論を交している。

　警部はNo.3 でミシェルを取り調べ、その後、夜

のカフェでジャックを通してミシェルに近づく。

No.31 ミシェルの部屋を訪問して、逮捕を予告する。

スリ仲間Ａは、No.12 でミシェルのアパートの近く

に現れ、No.13 でスリの技術を伝授し、No.18 で相

棒になる。No.19 で別の仲間を紹介し、No.18・

No.19・No.28 等で徒党を組むものの、No.30 でミ

シェルの前で逮捕される。

　これらの登場人物のうち主人公と社会を媒介する

のは、ミシェルをジャンヌに会わせた母親、愛の世

界にミシェルをつなごうとするジャンヌ、ミシェル

の回心を求めるジャックと警部、スリの世界にミシ

ェルを引き込むスリ仲間Ａと見ることができる。

　また、日記等に関して、No.1 のシーンで、実行

者（スリ）だが日記を記すと綴り、日記を社会階層

に関係する行為のように語っている。No.18・No.28

・No.35 でスリを働く（働いた）ことを綴り、No.14

・No.41 ではジャンヌの手紙を読んでいる。動物等

の登場はないものの、競馬（場）が出てくるシーン

があり、No.2・No.39 で馬の鳴き声や新聞に掲載さ

れた競走馬の写真が登場する。信仰に関しては、

No.16・No.17 の葬儀ミサの後に死後の裁きについ

てジャンヌと問答をする。ミシェルはジャンヌの信

仰を見下すが、No.42 のナレーションではジャンヌ

を通して愛を知ったことが婉曲に語られる。犯罪に

関して、この作品では犯罪（スリ行為）が多くのシ

ーンで描かれ、登場人物の多くがスリの対象者（被

害者）である。ミシェルのスリ行為は単独から徒党

にエスカレートするが、No.11 でスリの対象者に咎

められたこともその契機の一つである。

（2）たぶん悪魔が

　本作もパリがロケーションで、タイトル・バック

は光に満ち夜のセーヌ川を航行する観光船である。

アパートの生活、パリのセーヌ河畔、学生街、書店、

ビル、環境保護協会、教会、警察が都市景観として

映り、自動車や地下鉄、バスでの移動の後に周辺地

の墓地や郊外の川原が現れる。なお本作には、公害

や地球環境の映像が挿入されている。

　主人公シャルルは地方出身の大学生で、No.37 の

精神科医のカウンセリングで「父が裕福になればな

るほど、母は父を愛するようになった」（ブレッソ

ン 2019 年 354 頁）と家庭環境を語る。左翼運動が

下火になった 1970 年代後半、虚無的で浮遊状態に

陥ったシャルルであるが、周りには環境問題に関心

を抱く青年が集まる。その一人、友人のミシェルは

環境問題の専門家で、シャルルの生活意欲と社会意

識を呼び覚まそうとする。二人の女性、同棲する女

性のアルベルトと行動を共にする女性のエドヴィー

ジュは、死の誘惑からシャルルを守ろうとする一方

で、それぞれの愛に導こうとする。ところがシャル

ルは、規範意識の低い青年のヴァランタンに惹かれ

ていく。

　資料表 5の主人公の項目のように、シャルルのシ

ングル・ショットはNo.38 の手紙を書くシーンのみ

で、シャルルが登場するシーンはいずれも他の人物

と一緒である。シーン数はミシェル 22、アルベル

ト 15、エドヴィージュ 10、ヴァランタン 8で、他

には書店主や環境保護協会のスタッフ、大学生、路

上の若者、精神分析医等である。

　シャルルは多くのシーンでこれらの人物と一緒に

いるものの、誰かと二人だけのシーンは少ない。二

人で会っているのは、ミシェルとのNo.11・No.17

・No.25、ヴァランタンとのNo.33・No.34、No.40

～ No.42 等である。三人以上のシーンは、ミシェル

と二人の女性との四人のシーンがNo.4・No.28・

No.36・No.37、ミシェルとアルベルトとの三人の

シーンが No.9・No.12・No.20・No.22、ミシェル

とエドヴィージュとの三人のシーンがNo.15、二人

の女性との三人のシーンがNo.5 である。しかしヴ
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ァランタンとは、二人だけで会うシーンが増加して

いく。

　こうした登場人物のうちシャルルと社会を媒介す

るのは、大学や社会につなぎ留めようとする存在と

して友人のミシェル、愛の世界に結ぼうとする二人

の女性（アルベルトとエドヴィージュ）、シャルル

の自殺志向にわれ知らず加勢するヴァランタンであ

る。

　なお、シャルルが登場しないシーンはNo.3・

No.18 ～ No.20、No.22・No.29 である。これらの

不在シーンの他にNo.9 の自殺をほのめかすシャル

ルのノートとともにNo.1 のシャルルの死亡記事が

ある。またNo.7・No.19 の書店、No.34 のユゴーの

著作、No.35・No.37 の社会批判的なチラシの映像

等、本や文字が多く映されている。

　動物等は、No.28 のカドミウム汚染のため水泳禁

止のパリ郊外の川で、魚が釣り上げられている。信

仰に関しては、No.6 で教会の改革派の若い司祭と

若者の対話（対立）、No.34 のシャルルがヴァラン

タンにユゴーの聖堂に関する文を読み聞かせ、教会

に誘うシーンである。夜の教会のシーンでは、クラ

シック音楽をかけながら二人が泊まり込むものの、

シャルルが寝入っている間にヴァランタンは献金泥

棒を働く。

　暴力や犯罪に関しては、シャルルが No.21・

No.23 で路上の仲間から銃を盗み、試射し、No.39

で銃を購入し、さらにNo.32・No.33 の薬物販売者

から薬物を購入してヴァランタンに投与している。

またシャルルは、No.35 のヴァランタンの献金泥棒

に巻き込まれて警察に逮捕される。一方、ヴァラン

タンはNo.30 の食料品店での万引き、No.33 の薬物

使用、No.34 の教会の献金泥棒、No.42 のシャルル

の殺害と窃盗等、犯罪を繰り返す。他にNo.28 の郊

外の遊泳禁止の公園での警察の取り締まり、No.27

のバス事故のシーンがある。

（3）ラルジャン

　本作のロケーションもパリで、夜間のキャッシュ

・ディスペンサーに自動車のライトが反射するタイ

トル・バックのシーンから始まる。まず中流家庭の

家族が登場し、子どもが両親に小遣い（お金）をね

だる様子が映され、その後、同級生宅で贋札を手に

する。この贋札をカメラ店から代金として受けとっ

た石油会社の現業社員の主人公（イヴォン）が、カ

フェで支払いをめぐりトラブルとなり、警察に逮捕

される。

　この事件で、妻子とアパートで暮らすイヴォンの

日常生活は一変し、裁判所、カフェ、銀行という都

市の諸施設、さらに刑務所が舞台として登場する。

出所後、イヴォンは街をさ迷いながら、宿泊した安

ホテルと郊外の中年女性の家で殺人事件を起こす。

　イヴォンは、資料表 6の主人公の項目のように、

No.4 から登場するものの、クロス・カッティング

となるイヴォン不在の 10 数シーンが挿入されてい

る。イヴォンのシングル・ショットはNo.5 のタン

クローリーから降りて石油会社の事務所に向かうシ

ーンのみで、他のシーンは誰かが登場している。妻

（子）6、中年女性 6・その父 4・その甥 3・その姉妹

1、カメラ店の（元）店員 4・店主 2、弁護士 2、同

房者Ｂ 2のシーン数で、他に友人のカフェ経営者、

警官、刑務官、裁判官、受刑者、同房者Ａ、ホテル

経営者夫妻、郵便局員等が登場する。

　妻はNo.8 で驚き悲しむが、イヴォンの災難を受

けとめて、弁護士への相談を勧め、No.9 で和解を

勧める。さらにNo.12 では解雇の取り消しを会社に

頼むようにイヴォンに求め、No.19 では、逮捕され

た夫を一人警察で待つ。しかしNo.20 の夫の裁判の

傍聴後のNo.23 の面会のシーンでは、面会よりも移

動の映像が長く、その後、No.25・No.28 の郵便担

当の刑務官のシーンでは、妻の子どもの病死を伝え

る手紙の後、別れの手紙が保留され、その後、連絡

が途絶える。

　中年女性は、No.37 の郵便局で金を引き出す姿を

イヴォンに見られ、強盗の対象になる。しかし

No.38 で女性の家に入り込んだイヴォンに女性は神

の許しを与え、一方イヴォンは、女性が家族の犠牲

になっている様子に同情を寄せる。しかしNo.39 ～

No.43 では女性宅を物色し、No.44 で女性宅の各室

を回って一人ずつ殺害する。また 1シーンの登場な

がら、友人のカフェ経営者はイヴォンを銀行強盗に

誘い、イヴォンは逮捕され刑務所に収監される。

　本作では、イヴォンが登場しないシーンも多い。

冒頭のNo.1 ～ No.3 は、贋札を行使する少年と受

け取った贋札をイヴォンへの支払いに使うカメラ店

のシーンである。No.14・No.15 の学校とカメラ店

のシーンには、少年とその母親が登場する。カメ
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ラ店の店主と店員等のシーン（No.13・No.22・

No.26）があり、No.22 でカメラ店を解雇された店

員は、その後、仲間と徒党を組みカメラ店の金庫荒

らしやNo.24 のキャッシュ・ディスペンサー荒らし

に手を染める。No.31 の裁判で犯罪の社会的正当性

を主張するものの、No.32 で自殺未遂のイヴォンの

刑務所への帰還と同時に収監され、No.34 で聖堂の

ミサで再会したイヴォンに脱獄をもちかける。

　こうした登場人物の中で主人公のイヴォンと社会

を媒介するのが、妻と中年女性、友人のカフェ経営

者である。当初、妻はイヴォンの災難を受けとめ、

イヴォンの立ち直りを支えようとする。中年女性は

イヴォンに神の許しを与え、イヴォンを自分の家庭

に受け入れる。一方、友人のカフェ経営者はイヴォ

ンを犯罪に巻き込む。　　

　文字が映るシーンは多くない。No.25 で妻からイ

ヴォンに宛てた手紙を同房者 2人がからかい口調で

読み上げるシーン、No.28・No.30 の妻からの手紙、

No.36 の出所票である。動物等の登場は、No.37 の

中年女性が住むパリ郊外をパトロールする警官が連

れた警察犬、No.38・No.40・No.44 の女性の家で飼

っている犬である。イヴォンによる家族の殺害では、

この犬の鳴き声が悲しく響く。

　また、No.2 ～ No.6 で贋札が登場、流通する。イ

ヴォンが受難し、偽証のカメラ店の（元）店員も金

の魔力に取りつかれる。一方、贋札行使の中流家庭

の子どもは親の経済力、金の力に守られて罪から逃

れている。信仰に関しては、No.15 の私立学校で宗

教教育担当の司祭が生徒の犯行を問いただし、

No.34 の聖堂のミサで脱獄の相談が行なわれ、

No.38 では、中年女性が神の許しをイヴォンに与え

ている。

　以上、都市をロケーションにした作品の主人公と

他の登場人物との関係、すなわち社会関係および社

会的世界を概略した。表 5の主人公の社会関係の整

理のように、『スリ』では、主人公のミシェルがす

べてのシーンに登場し、多くの日記や手紙のシング

ル・ショット、さらにスリの練習風景が 3分の 1を

占める。表 6のように、アパートに暮らしスリで生

活するミシェルをとり巻く社会は、友人のジャック

および一人暮らしの母を通して知り合ったジャンヌ

が主で 5分の 2のシーンに登場する。母親を通して

知り合ったジャンヌがミシェルを信仰や家族愛に向

かわせようとし、ジャックと警部がミシェルに堅気

の社会（観）に引き戻そうとする。一方、犯罪に関

して、警察（警部）や刑務官、スリ仲間、スリの対

象者が半数以上のシーンに登場し、スリ仲間がスリ

の技法を見せつけてミシェルを誘う。

　『たぶん悪魔が』は、表 5のように、主人公のシ

ャルル登場が大半のシーンであるものの、シングル

・ショットは 1シーンのみである。しかし環境問題

の映像や書店、討論、本の読み聞かせのシーンによ

って、シャルルをとり巻く社会の一端が現われてい

る。

　虚無的で、友人の間を浮遊するシーンが 4分の 3

に及び、シャルルの心象と状況が浮かび上がる。シ

ャルルにとって社会はしだいに友人関係に限定さ

表 5　都市における主人公の社会関係

作品名
全シーン数

主人公 主人公とともに登場する主な人物

主人公 シーン数 登場人物 シーン
数　　

媒介
者　 登場人物 シーン

数　　
媒介
者　

スリ
ミシェル

42 ジャンヌ 11 ○ 警部 6 ○

＊シングル・
ショット14＋α

ジャック 9 ○ スリ仲間Ａ 5 ○

42 母親 1 ○ スリの対象者 9＋α

たぶん悪魔が
シャルル

37 ミシェル 22 ○ エドヴィージュ 10 ○
42 ＊ 1 アルベルト 15 ○ ヴァランタン 8 ○

ラルジャン
イヴォン

30

妻（＋子） 6 ○ カメラ店主 2

中年女性 6 ○ 弁護士 2

その父 4 同房者Ｂ 2

＊シングル・
ショット 1

その甥 3 友人のカフェ経営者 1 ○
45 カメラ店の店員 4

注：シーン数は＊のシングル・ショットを含むシーン数で、筆者独自の推計である。
　　なおシングル・ショットは主人公一人のものに限定し、筆者独自の推計である。
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表
6　

都
市

に
お

け
る

主
人

公
・

主
な

媒
介

者
・

社
会

作
品

主
な
媒
介
者

関
係

属
性
・
特
徴

媒
介
の
形
態

媒
介
の
状
況

ス
リ

母
親

一
人
暮
ら
し
、
病
気

取
次

母
親
を
通
し
て
世
話
を
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
を
知
る
。

ジ
ャ
ン
ヌ

母
親
の
隣
室

両
親
に
捨
て
ら
れ
る

指
導
・
誘
導

隣
室
に
住
む
ミ
シ
ェ
ル
の
母
親
を
世
話
し
、
ミ
シ
ェ
ル
に
愛
の
世
界
、
信
仰
の
世
界
を
伝
え
る
。

ジ
ャ
ッ
ク

友
人

ミ
シ
ェ
ル
と
同
じ
経
歴

指
導
・
誘
導

ミ
シ
ェ
ル
に
ス
リ
を
や
め
職
に
就
く
よ
う
に
助
言
す
る
。
ジ
ャ
ン
ヌ
を
め
ぐ
り
ミ
シ
ェ
ル
と
三

角
関
係
。
乳
児
の
い
る
ジ
ャ
ン
ヌ
を
捨
て
る
。

警
部

警
察
官

指
導
・
誘
導

一
人
の
人
間
と
し
て
、
ミ
シ
ェ
ル
の
価
値
観
を
変
え
、
堅
気
の
世
界
に
戻
る
よ
う
に
助
言
す
る
。

ス
リ
仲
間
Ａ

犯
罪
者
（
ス
リ
）

指
導
・
誘
導

ミ
シ
ェ
ル
を
ス
リ
の
世
界
に
招
く
。
技
術
を
伝
授
し
、
仲
間
を
紹
介
し
て
徒
党
を
組
む
。

た
ぶ
ん
悪
魔
が

ミ
シ
ェ
ル

友
人

環
境
問
題
専
門
家

指
導
・
誘
導

シ
ャ
ル
ル
に
生
活
意
欲
と
社
会
意
識
を
取
り
戻
し
、
大
学
を
含
め
た
社
会
に
と
ど
ま
る
よ
う
に

助
言
す
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
を
め
ぐ
り
シ
ャ
ル
ル
と
三
角
関
係
。

ア
ル
ベ
ル
ト
と

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

恋
人

良
家
の
子
女

指
導
・
誘
導

虚
無
的
な
シ
ャ
ル
ル
を
自
殺
の
誘
惑
か
ら
守
り
、
愛
の
世
界
に
導
こ
う
と
す
る
。

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

友
人

青
年
で
規
範
意
識
低
い

指
導
・
誘
導

反
社
会
的
・
刹
那
的
な
生
き
方
を
つ
づ
け
、
シ
ャ
ル
ル
の
自
殺
を
わ
れ
知
ら
ず
後
押
し
す
る
。

ラ
ル
ジ
ャ
ン

妻
子
育
て
に
従
事

指
導
・
誘
導

イ
ヴ
ォ
ン
と
家
族
愛
に
満
ち
た
生
活
を
送
ろ
う
と
し
、
上
手
く
状
況
を
対
処
す
る
よ
う
に
助
言

す
る
。
し
か
し
、
夫
の
収
監
中
に
去
る
。

友
人

カ
フ
ェ
経
営
者

指
導
・
誘
導

金
を
借
り
に
来
た
イ
ヴ
ォ
ン
を
銀
行
強
盗
に
引
き
入
れ
る
。

中
年
女
性

家
事
を
担
当

指
導
・
誘
導

イ
ヴ
ォ
ン
を
家
庭
に
受
け
入
れ
、
罪
の
許
し
を
語
る
。
し
か
し
家
族
と
と
も
に
惨
殺
さ
れ
る
。
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れ、表 6のように、環境問題の専門家のミシェルが

シャルルに生きる意欲と社会意識を呼び起こそうと

し、アルベルトとエドヴィージュの二人の女性が、

シャルルをめぐる協調と競合を通して愛の世界に導

こうとする。一方シャルルは、刹那的で規範意識に

乏しいヴァランタンに惹かれていく。

　『ラルジャン』では、表 5のように、主人公のイ

ヴォンの登場シーンが 3分の 2を占めるものの、イ

ヴォンと同様に犯罪に手を染めるカメラ店の（元）

店員、贋札を最初に行使した高校生の三様の状況が

描かれる。

　イヴォンのシングル・ショットは 1シーンのみで、

職場への移動である。他の人物が一緒に登場するの

は、妻（+子）および中年女性とその家族が全シー

ンの 4分の 1で、イヴォンの転落の契機となるカメ

ラ店の店主・（元）店員のシーンもほぼ同数である。

　表 6のように、仕事と子どもを失い妻が去り、家

族を主としたイヴォンの社会は崩壊し、虚無的なま

まに出所したイヴォンを支えようとするのが、強盗

の標的とされた中年女性である。一方、友人のカフ

ェ経営者は 1シーンの登場ながら、イヴォンを犯罪

の世界に引き込んでいる。

5．ブレッソン作品における個人と社会

　以上、農村と都市をロケーションとしたブレッソ

ンの作品の主人公の状況と社会との関係、さらに社

会的世界の一端を明らかにした。最後に、孤立した

個人をとり巻く社会を地域性から、個人の孤立状況

や社会との関係性を媒介者および関係の脆弱性の観

点から、そして社会的世界の一端を信仰の形態と社

会観から、考察していきたい。

（1）地域性

　まず、作品のロケーションが、個人を取り巻く社

会に及ぼす影響について明らかにしたい。

① 主人公をとり巻く社会　農村の社会構造と都市

の社会関係

　ブレッソンが「私が常に心掛けているのは、本質

的でない事柄はすべてばっさりと削除することで

す」（ブレッソン 229 頁）と語るように、彼の作品

に顕現する社会とは、主人公にとって「意味ある他

者」に限定された理念型である。すなわち主人公を

とり巻く社会とは典型化され、とりわけロケーショ

ンによって類型化されたものである。

　農村の場合、主人公をとり巻く社会は、村の社会

構造が大きく関与している。若い司祭にとって、そ

れは大地主（領主）の家族に外ならず、他の村人は

司祭館の職員を介する間接的な存在にすぎない。ま

たドラスティックに転落したマリーにとって社会と

は、自分や農園主の家族から構成された中流層から、

不良の若者一味やアルノルドの下層の社会である。

さらに下層の家庭に育ち家族が機能不全に陥ってい

るムシェットにとって社会は、良からぬ大人が集ま

る村のカフェである。

　一方、都市の場合、主人公をとり巻く社会は、主

人公が触手を伸ばし形成する個人本位の社会関係

で、複数の下位社会が共存・競合する。ミシェルに

とっては、社会とはジャンヌとジャック（+警部）

から形成される社会関係とスリ仲間を成員とする社

会関係の共存・競合である。またシャルルにとって、

社会とはミシェルと二人の女性、さらにヴァランタ

ンによって形成される社会関係の共存・競合である。

一方、イヴォンにとって、社会は家族の解体後には

形成されることなく、泡沫の個人関係が消長するの

みである。

② 都鄙間の勢力　労働馬と競走馬

　また、農村の場合、運送や脱穀に従事する家畜は、

後進性や保守性の象徴である。その一方、自動車が

同じシーンに映り、都市との交流を象徴する。すな

わち家畜が働く農村を走る自動車とは、若い司祭の

都市（の神学校）からの赴任や農園主の家族の毎年

の来村、バルタザールが紛れ込む巡業のサーカスや

ムシェットが大人と遊ぶ移動遊園地とあいまって、

都市の優位性　富や教育・文化、新進性　を表象す

るものである。しかしマリーの家族が例外的にロバ

から自動車に乗り換えているものの、村には都市の

攻勢を押し返す頑迷性や敵対性、暴力性が満ちあふ

れ、さまざまな逆襲が見られる。エマニュエル・ト

ッドは、こうした都鄙の状況を二つのフランスと呼

び、とりわけ農村の反逆をゾンビ・カトリシズムと

名づけている（トッド、63‒8・74‒8 頁）

　都市の場合、セーヌ川が映るものの、その河岸は

人工的である。街には動物の姿がなく、都市の馬は

遊興施設（競馬場）かスポーツ新聞のギャンブル記

事に押し込められる存在である。身近な自然として、
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周縁地である郊外・近郊が登場する。しかし郊外は、

公園の魚が公害に汚染された都市の悪い影響圏であ

り、イヴォンが迷い込んだ近郊の町の犬の無力さは

都鄙の間の半端な状況を窺わせる。

（2）孤独した個人と社会　社会の形成と崩壊

　次に、ブレッソンの作品の主人公と社会の関係を

考察したい。主人公は孤独であると同時に、社会の

一員でもある。その関係性を媒介と解体という観点

から考察したい。

① 孤独の諸相　日記と眼差し

　ブレッソンの作品の主人公の社会的特徴である孤

独は、第 3節・第 4節でふれた典型的な日記等のシ

ーンに加えて本（棚）や書店のシーンにも顕現し、

これらのシーンから孤独な主人公の社会的属性が推

測できる。すなわち若い司祭やミシェル、シャルル

が一定の教育水準や社会的背景を有することが推測

されるものの、しかしその知識や経歴は無用とされ

る状況にある。農村では、若い司祭は村の社会（大

地主）から否定され、都市では、ミシェルが就職で

きず、シャルルは学識を自ら拒否する。とりわけ農

村の場合、構造型の社会的特徴に加えて都鄙格差に

由来する社会属性の差異と敵対性のため、主人公が

社会的孤立に陥るシーンが多く描かれている。

　しかし、ブレッソンの作品には、もう一人の孤独

な主人公が存在する。農村の少女のマリーやムシェ

ット、都市の石油会社で働いていたイヴォンで、行

政書類や手紙、わずかな文字しか映らない黒板が、

若い司祭たちと異なる属性を推測させる。彼らの孤

独は、シングル・ショット以上に、複数の人物が登

場するショットやカット・バックに顕現されるもの

である。すなわち未成年や低い地位にあり、社会に

圧倒される彼らの状況を表出するのが、他の登場人

物に向けた主人公の眼差し　社会に向ける悲しい眼

差し、冷たい眼差し、怒りの眼差し　である。

　マリー、ムシェット・イヴォンがいだく孤独感　

社会との隔たり　は、不本意にも本来の社会的位置

を剥奪され、異なる世界に移相された被害者のもつ

孤独である。被害者である農村の子ども（マリーと

ムシェット）は、しかし非行文化や大人の社会に巻

き込まれ、いつの間にかその価値観と行動様式に身

を置くようになり、都市に暮らすイヴォンは犯罪に

誘われ、犯罪文化に染まっていく。

② 社会との媒介

　ブレッソンの作品には、こうした孤独な主人公を

社会に結節する媒介が存在する。この媒体のうち主

人公の心象や行動に影響するものを指導者と呼ぶこ

とにし、さらに指導者を新しい社会的世界（下位文

化）への誘導者と現在（元の）の社会の保全者に区

分してみたい。

　新しい世界に主人公を導き、手ほどきする誘導者

とは、若い司祭の場合、司祭と農村の信徒の望まし

い関係を権威的関係と教えるベテランのトルシーの

司祭であり、ミシェルの場合、愛の世界に導こうと

するジャンヌであり、見事なスリの技術を見せつけ

て仲間に引き込むスリ仲間Ａである。マリーの場合、

性愛と不良の世界に沈める不良のジェラルドであ

り、ムシェットの場合、大人の恋愛遊戯を見せつけ

るカフェの店員である。またシャルルの場合、刹那

的に生きるヴァランタンの姿であり、イヴォンの場

合、犯罪に誘うカフェ経営の友人である。

　その一方、主人公を現在（元）の社会につなぎと

めようとする保全者も登場する。ミシェルの場合、

友人のジャックと警部が健全な社会的世界に回帰さ

せようとし、転落したマリーの場合、ジャックとの

再会が、元の社会層への復帰と家族愛への希望をつ

なぐ。シャルルの場合、生活意欲と社会意識を呼び

覚まそうとする友人のミシェル、シャルルの命を守

ろうとする二人の女性　愛の世界への誘導者でも

ある　が存在する。しかし赴任早々の若い司祭の場

合には保全者が不在で、司祭館の職員と神学校の同

期生はともに取次者にすぎない。ムシェットの場合、

家族愛の提供者であった母親は病気で伏し、イヴォ

ンの場合、愛の世界である家族は解体し、中年女性

が暮らす家族生活に魅力を見出せない。

　なお、主人公と社会の取次者の登場は少ない。取

次者の登場が多いのは、監獄・刑務所や修道院等の

収容所施設のロケーションの作品で、農村と都市を

ロケーションにする作品では、主人公をとり巻く社

会の意味なき他者（その他大勢）の存在を象徴する

か、主人公と意味ある他者をつなぐ道具の役目であ

る。

　しかし、人間以外を取次者に加えてみれば、贋札

やロバといった存在が、人間の社会の多層性を照射

する重要性な媒体であることに気づく。贋札（金）

は、社会を流通しながら、イヴォンをはじめとする
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さまざまな人を結びつけ、さらに誘導的な役割を担

うようになる。高校生の行使した贋札がカメラ店に

渡り、代金として受け取ったイヴォンがカフェで逮

捕され（高校生　カメラ店　イヴォン　カフェ）、

イヴォンとカメラ店の店員が金にとり憑かれるよう

になる。また愛玩動物から労働力に転落したバルタ

ザールも社会の中を流通し、さまざまな職の人間

（輸送業者　パン屋（ジェラルド）　アルノルド　サ

ーカス　穀物商）の間を流れ、流れる。そしてマリ

ーの母親の手に戻ったバルタザールはいつの間にか

誘導的役割を担い、絶望の淵にある母親が聖なるロ

バと呼ぶに至る。

③ 社会関係の危うさ　男性・女性

　ブレッソンの作品の社会には複数の男女からなる

関係が内在し、主人公の生活や社会の安定を脅かす

崩壊の火種となっている。赴任早々の若い司祭が目

撃する領主と娘Aの家庭教師の抱擁（領主　家庭

教師・（妻））を通して、不安定な家族状況（さらに

領主　家庭教師・（娘A））が顕現し、この家族状況

に若い司祭が巻き込まれる。すなわち娘Aは若い

司祭と問答をする母親に嫉妬（若い司祭　娘A・

（母親））し、相談を受けたトルシーの司祭の助言　

娘は悪魔　に若い司祭が反論したことが、トルシー

の司祭に突き放される一因になり、さらに司祭職の

危機につながる。娘Aに加えて、公教要理受講の

娘 Bが若い司祭に関心を寄せ（若い司祭　娘A・

娘B）、若い司祭は教役の遂行が困難になる。

　また、ミシェルは、ジャックのジャンヌへの恋慕

を疑い（ミシェル・ジャック　ジャンヌ）、ミシェ

ルの消えた後にジャンヌはジャックに捨てられる。

ジェラルドは、マリーがバルタザールをかわいがる

様子に嫉妬して暴行を働き（マリー　バルタザール

・ジェラルド）、マリーの転落が始まる。ムシェッ

トは、カフェの店員をめぐる森番と密猟者の争い

（カフェの店員　森番・密猟者）の側杖を受けて暴

行される。

　その一方で、シャルルはミシェルにアルベルトへ

の恋慕を尋ね（シャルル・ミシェル　アルベルト）、

アルベルトとエドヴィージュがシャルルをとり合う

（シャルル　アルベルト・エドヴィージュ）ものの、

4人の間には決定的な亀裂は生じない。しかし三人

を三竦みの一体と見れば（シャルル　三人組・ヴァ

ランタン）、三人が竦んでいる間にヴァランタンに

接近したシャルルが自殺したといえる。

（3）現代の社会的世界　信仰と警察の諸相

　最後に、ブレッソンの作品の特徴である聖性と暴

力・犯罪について考察したい。ソンタグは「ブレッ

ソンの映画にはすべてに共通するテーマがある…

…。聖職と罪のイメージがともに結び合って用いら

れている」（ソンタグ 212‒3 頁）と指摘するが、こ

の対極的な世界の混在を社会学的な観点から理解し

たい。

① 信仰と教会　心象としての信仰と制度としての

信仰

　ソンタグの一般化に反して、ブレッソン作品にお

ける信仰と暴力・犯罪は、実は、性別でとらえれば、

分かりやすいものである。すなわち信仰心　心象

としての信仰　は、ブレッソン作品の検分から、明

らかに女性の領分に含まれるためである。領主の妻

やジャンヌ、マリーとムシェットの母親、中年女性

は神を恐れ神に頼り、神を信じて日常の信仰に生き

る人物である。いわば愛の世界に生き、心象として

の信仰を男性に宣教する者であると同時に、子ども

の死や病気、夫の浮気に苦しみ、男性の暴力や犯罪

の被害者である。

　一方、男性にとって信仰は、主日のミサや葬儀と

いった行事のシーンが大半で、制度的あるいは形式

的な信仰と呼べるもので、典型的には、こうした信

仰は暴力・犯罪性向と共存する傾向にある。暴力的

で犯罪を厭わないジェラルドは、一方で、聖歌隊の

独唱や司祭の手伝いをし、司祭から仕事の世話を受

ける。またアルノルドは一人ベッドで夜の祈りの姿

を見せるものの、自堕落な生活や動物虐待は止むこ

とがない。ヴァランタンにとっては、教会は容易に

金を盗むことができる犯罪の場であり、カメラ店の

元店員にとって刑務所の聖堂のミサは、脱獄を相談

する集会場である。またこうした男性は、女性の心

象としての信仰を軽視・軽蔑している。ミシェルは、

ジャンヌの信仰　死後の裁き　を蔑み、イヴォンは

女性の神の許しを歯牙にもかけない。マリーの父で

さえ、妻が病者の塗油を依頼した司祭に背を向けて

いる。

　男性の中には、心象としての信仰を求めたり、関

わったりする者もいる。しかし不信や懐疑にさらさ

れ、信仰に揺らぎが生じることになる。若い司祭の
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場合、許しの秘蹟を医師に授けた満足感や領主の妻

を神への帰依に導いた満足感が自己満足に過ぎない

のではないかという疑念に代わり、自責の念に駆ら

れる。またシャルルの信仰は、ヴァランタンの献金

泥棒によって一蹴されている。

② 聖なる警察と劣化した警察

　神の絶対性　心象としての信仰　を離れ、制度的、

形式的な信仰に生きるブレッソン作品の男性を統治

するのが、警察である。警察（司法・社会権力）は、

神を恐れない男性に処罰、時には社会の許しを与え

る存在で、社会正義の世界を形成する。同時にブレ

ッソンは、人格としての警察と劣化した警察の二面

を描いている。警部は前者で、犯罪から足を洗うよ

うミシェルに繰り返し説得する存在であり、外人部

隊に所属する領主の甥は、同じ若者として司祭に安

らぎを与えている。

　しかし、もう一面の警察は、不良のジェラルドや

性格破綻者のアルノルドの取り調べに失敗する機関

で、二人は暴力や虐待、犯罪を繰り返す。森番と密

猟者、そしてムシェットの父は警察を警戒している

ものの、その犯罪を警察は抑止できない。さらにシ

ャルルを献金泥棒と誤審し、贋札に巻き込まれたイ

ヴォンを検挙し、贋札行使の高校生を見逃す機関で

ある。

　ブレッソンは自らの作品をシネマトグラフと称

し、1950 年代以降、このスタイルを一貫し、商業映

画（シネマ）と距離を保ってきた。そしてジャンセ

ニズムと呼ばれるほどに厳格な映像によって、現代

社会、とりわけキリスト教社会の雑多で多面的な状

況を作品に映し出し、結果として、世界的に非常に

高い評価を得ている。

　本稿では、現代社会　農村と都市　に生きるブレ

ッソン作品の登場人物の社会関係に焦点を当て、作

品の分析を通して、現代人の孤独の状況、個人と社

会の関係性、社会関係の形成、社会関係の崩壊の危

機、さらにとり巻く社会的世界の内実を探った。

　私たちにとって、ブレッソン作品は現代社会を身

近（ミクロ）に理解するための日記と眼差しの役割

を担っている。すなわち田舎司祭とイヴォンの孤独

は、私たちと社会の関係を再考させる契機であり、

マリーやミッシェルが生きる農村や都市の社会は、

身近な社会を理解するために構造型と関係型の二類

型を提供する。またトルシーの司祭やジャンヌ、司

祭館の職員の働きは、身近な人が果たす多様な役割

を私たちが認識する一助となり、ヴァランタンとい

う陥穽は、アルベルトとエドヴィージュ、そしてミ

シェルからなる小集団の脆弱性を認識する契機であ

る。さらに中年女性や警部の空しい努力は、私たち

が生きる現代社会の主要な価値のいくつか　愛の世

界や正義の世界　の共存や相克を認識する手がかり

になるものである。

注

（1）パリ外国宣教会の司牧地であった日本にもこの影響

が及び、長崎の信者の信仰と生活に影響を及ぼした

といわれる（クリスチャン 128 頁）。

（2）ブレッソン作品に特有のロケーションは、「監獄」等

の収容所型施設である。表 1の収容所等の生活のよ

うに、『抵抗』『スリ』『ジャンヌ・ダルク裁判』『ラ

ルジャン』の主なロケーションは監獄や刑務所であ

る。また『罪の天使たち』の女子修道院、『田舎司祭

の日記』の司祭館は、住民の訪問や交流が少ない施

設である。ブレッソンへのインタビュアーの一人、

イヴ・コヴァックスが「あなたの映画では、ほとん

どつねに監獄のテーマが見られるのはなぜでしょう

か？」と質問し、ブレッソンは「それは気づいてい

ませんでした。おそらくわれわれの誰も囚人である

からです」（ブレッソン 2019 年 136 頁）と存在論の

観点で回答し、私たちの日常生活が見えない壁で囲

まれている状況のシンボルが、収容型施設のロケー

ションであると匂わせている。ブレッソンの発言に

従えば、収容所型施設というカテゴリーは社会的隔

離の極北であり、農村と都市に分類された作品を包

含するものである。そのため、このカテゴリーから

の論考は別の機会に譲ることにしたい。　

（3）ジラールはさらに「媒体と主体が……互いに触れ合

うことのないほどに十分離れている場合、われわれ

は外的媒体と呼ぶことにしよう。この距離が縮小し

て……重なり合う場合を内的媒体と呼ぶことにする」

（ジラール 9頁）と二分する。ちなみに表 1の原作か

ら明らかなように、ブレッソンには近代ロシア文学

をベースにする作品が多く、DVD 『たぶん悪魔が』

の解説書によれば、このタイトルはドストエフス

キーの『カラマーゾフの兄弟』のイワンの台詞に由

来するという（堀潤一 13‒4 頁）。そのため、ブレッ

ソンの作品から媒体を析出することは、それほど的

外れとはいえないだろう。

（4）浅沼圭司によれば、ブレッソンは、テレビ番組で、

この作品に関連してアントワーヌ・ヴァトーの『ジ

ル』のロバやドストエフスキーの『白痴』の伯爵の
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ロバの鳴き声の場面にふれているという（浅沼 324

頁）。

（5）この映像はシュレイダーの監督作品である『キャッ

トピープル』（1982 年）の光をたたえてトラムが走る

シーン（1:29‒1:30）に引用されている。またスティ

ーヴン・スピルバーグの『未知との遭遇』（1977 年）

においてフランソワ・トリュフォーと交信する飛行

物体の光に満ちたシーンもブレッソンの引用と言わ

れている。

（6）このうちNo.8 のシーンは自室でのスリの練習シーン

である。マーチン・スコセッシ監督は「ブレッソン

の映画には私も心服しているが、『スリ』のなかによ

く注意してみないとわからないすばらしいシーンが

ある。……トラビス（『タクシードライバー』の主人

公＝筆者注）の場合には、部屋の中で一人で拳銃さ

ばきの練習をする」（トンプソン・Ｄ、クリスティ・

Ｉ 114 頁）とブレッソン作品の引用を認めている。

なおスコセッシの『タクシードライバー』（1976 年）

での引用は、映画館のシーンをはさむ主人公の部屋

と射撃場のシーン（0:57‒1:01）で、『スリ』とともに

『抵抗』の脱獄作業のシーンが引用されている。さら

に村川透監督は、『殺人遊戯』（1978 年）においてク

ロス・カッティングでの屋内の練習シーン（0:49‒0:52）

で『タクシードライバー』のシーンを引用している。
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資
料
表
1　
田
舎
司
祭
の
日
記

番 号
シ
ー
ク
エ
ン
ス

・
シ
ー
ン

お
お
よ
そ
の

時
間

シ
ー
ン

主
人
公

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

状
　
　
況

人
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ

ル
（
日
記
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
等

動
物
等

信
仰

暴
力
・
犯
罪

1
日
記

0:
01
‒0
:0
1

日
記
を
つ
け
る

○
日
記
を
開
く
手
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

2
移
動
途
中

0:
01
‒0
:0
3

自
転
車
で
移
動
途
中
の

領
主
の
邸
宅

○
領
主
と
家
庭
教
師

冒
頭
に
日
記

自
転
車
で
移
動
中
、
領
主
宅
で
領
主
と
領
主
の
娘
（
以
下
、
娘
Ａ
）
の
家
庭
教
師
の
あ
い
び

き
を
見
る
。

3
教
会

0:
03
‒0
:0
5

教
会

○
老
人

日
記

信
徒
と
話
す

司
祭
に
敵
対
的
な
貧
し
い
老
人
が
一
方
的
に
要
求
を
告
げ
る
。

4
ト
ル
シ
ー
の

司
祭
館

0:
05
‒0
:0
6

司
祭
館

○
ト
ル
シ
ー
の
司
祭

ト
ル
シ
ー
の
司

祭
に
相
談

小
教
区
の
信
徒
に
関
す
る
相
談
を
す
る
。
権
威
的
で
あ
る
べ
き
と
忠
告
さ
れ
る
。

5
司
祭
館

0:
06
‒0
:0
7

夕
食
の
準
備

○
村
の
助
役

助
役
、
電
気
が
通
じ
る
と
告
げ
る
。
助
役
の
問
題
行
動
に
忠
告
で
き
ず
。

6
司
祭
館

0:
08
‒0
:0
9

司
祭
館
の
寝
室

○
村
人

村
人
の
集
ま
り
。
そ
の
喧
騒
を
一
人
ベ
ッ
ド
で
聞
く
孤
独
。

7
教
会

0:
09
‒0
:1
1

公
教
要
理

○
公
教
要
理
の
娘
（
以
下
、
娘
B
）・

女
の
子
た
ち

事
後
の
日
記

公
教
要
理

子
ど
も
が
司
祭
を
異
性
と
し
て
見
て
、
か
ら
か
う
。

8
教
会

0:
11
‒0
:1
2

平
日
の
ミ
サ

○
家
庭
教
師
（
ル
イ
ー
ズ
）・
侍
者

　
馬
車

ミ
サ

家
庭
教
師
、
平
日
の
ミ
サ
に
来
る
。
ミ
サ
中
、
手
で
顔
を
覆
い
泣
く
。
そ
の
後
、
領
主
宅
に

関
す
る
話
を
す
る
。

9
領
主
宅

0:
12
‒0
:1
3

領
主
へ
の
依
頼

○
領
主
・
娘
Ａ

事
前
の
日
記

犬
・
狩
猟
で
逃

げ
る
ウ
サ
ギ

子
ど
も
の
施
設

計
画

ス
ポ
ー
ツ
施
設
設
立
の
希
望
を
伝
え
る
。

10
司
祭
館

0:
13
‒0
:1
6

領
主
の
訪
問

○
領
主

事
前
の
日
記
・
事
後

の
日
記

捕
え
ら
れ
た
ウ

サ
ギ
・
犬

司
祭
館
訪
問

領
主
、
賛
同
を
伝
え
る
。
村
人
に
心
を
開
く
よ
う
に
助
言
す
る
。
領
主
、
娘
Ａ
の
話
を
さ
れ
て
不

機
嫌
に
な
る
。

11
領
主
宅

0:
16
‒0
:1
9

領
主
居
留
守

○
領
主
・
家
庭
教
師
・
妻
・
使
用
人

死
ん
だ
子
の
話

亡
く
な
っ
た
男
の
子
の
思
い
出
に
ふ
け
る
領
主
の
妻
と
会
話
を
す
る
。
司
祭
、
体
調
を
崩
す
。

12
医
師
宅

0:
20
‒0
:2
1

診
断

○
医
師

事
前
の
日
記

医
師
宅
の
犬

医
師
の
告
解

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
の
友
人
の
医
師
に
診
て
も
ら
う
。
同
じ
タ
イ
プ
と
告
げ
ら
れ
る
。
司
祭
、

告
解
と
受
け
取
る
。
酒
量
に
触
れ
ら
れ
る
。

13
道
路

0:
22
‒0
:2
3

女
の
子
た
ち
の
悪
戯

○
娘
Ｂ
・
女
の
子
ど
も
た
ち

事
前
の
日
記

公
教
要
理

司
祭
を
か
ら
か
う
。
親
か
ら
冷
た
い
対
応
を
受
け
る
。

14
司
祭
館

0:
23
‒0
:2
4

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
の
訪

問
○

ト
ル
シ
ー
の
司
祭

日
記

自
動
車
の
前
を

通
る
馬
車

ト
ル
シ
ー
の
司

祭
と
話
す

司
祭
館
に
送
っ
て
く
れ
た
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
が
、
今
の
ま
ま
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
忠
告
。

15
夜
の
教
会

0:
24
‒0
:2
5

祈
り

○
祈
る

一
人
、
夜
の
教
会
で
祈
る
。

16
司
祭
館

0:
25
‒0
:2
5

匿
名
の
手
紙

○
手
紙

教
会

転
任
す
る
よ
う
に
と
い
う
手
紙
を
受
け
取
る
。

17
教
会

0:
26
‒0
:2
7

手
帳
を
発
見
す
る

○
娘
Ａ

教
会

手
帳
の
文
字
が
手
紙
の
筆
跡
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
持
ち
主
の
娘
Ａ
が
平
日
の
ミ
サ

に
来
る
。

18
雨
の
日
の

司
祭
館

0:
27
‒0
:3
0

日
記
を
つ
け
る

○
事
後
の
日
記

神
と
の
距
離
感

教
会
に
行
か
ず
、
司
祭
館
に
い
る
が
祈
れ
な
い
。
神
に
従
お
う
と
す
る
が
、
孤
独
に
陥
り
日

記
を
書
き
続
け
る
。
神
に
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
る
。

19
移
動
・
教
会

0:
30
‒0
:3
1

医
師
の
死

○
教
会
職
員

日
記

教
会

移
動
中
に
銃
声
。
教
会
で
職
員
か
ら
医
師
の
死
を
知
ら
さ
れ
る
。

20
教
会

0:
31
‒0
:3
3

葬
儀
ミ
サ

○
ト
ル
シ
ー
の
司
祭

参
列
者
の
自
動

車
と
と
も
馬
車

葬
儀
ミ
サ

医
師
の
死
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
専
門
性
の
低
さ
と
不
信
仰
が
あ
っ
た
と
話
す
ト
ル
シ
ー
の
司
祭

に
、
自
殺
の
噂
を
告
げ
る
。
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
、
否
定
す
る
。

21
夜
の
司
祭
館

0:
33
‒0
:3
4

信
仰
を
自
問
す
る

○
信
仰
自
問

自
分
の
信
仰
を
自
問
し
、
信
仰
が
残
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

22
教
会

0:
34
‒0
:3
5

教
会

○
娘
Ａ

教
会

娘
Ａ
か
ら
、
な
ぜ
手
紙
の
こ
と
を
話
さ
な
い
の
か
と
詰
め
寄
ら
れ
る
。

23
ト
ル
シ
ー
の

司
祭
館

0:
35
‒0
:3
6

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
館

○
ト
ル
シ
ー
の
職
員

相
談
に
行
く

手
紙
を
と
り
上
げ
た
こ
と
に
困
惑
し
て
、
自
転
車
で
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
館
に
行
く
が
司
祭
は

不
在
。

24
教
会

0:
36
‒0
:4
0

領
主
の
娘
の
話
を
聞
く

○
娘
Ａ

娘
Ａ
か
ら
手
紙
を
と

り
上
げ
る
。

馬
車

神
の
許
し
を
受

け
る
よ
う
助
言

娘
Ａ
、
家
庭
教
師
へ
の
恨
み
を
述
べ
、
殺
し
た
い
と
話
す
。
神
に
許
し
を
請
う
よ
う
に
と
の

司
祭
の
指
示
に
従
わ
ず
。
家
庭
教
師
と
父
か
ら
寄
宿
舎
に
追
い
出
さ
れ
る
と
告
げ
る
。
司
祭
、

娘
Ａ
か
ら
手
紙
を
取
り
上
げ
る
。
娘
Ａ
、
司
祭
を
悪
魔
と
呼
ぶ
。

25
司
祭
館

0:
40
‒0
:4
1

手
紙
を
焼
く

○
手
紙
を
焼
く

手
紙
を
焼
き
捨
て
、
娘
A
の
話
を
聞
く
べ
き
で
な
か
っ
た
と
思
う
。
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26
領
主
宅

0:
41
‒0
:5
2

領
主
の
妻
と
話
を
す
る

○
領
主
の
妻
・
娘
Ａ
、
使
用
人

信
徒
と
問
答

領
主
の
妻
、
夫
と
家
庭
教
師
の
現
状
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
心
を
開
か
ず
、
男
の
子
の
死
を

天
罰
と
と
ら
え
る
。
司
祭
が
諌
め
、
ミ
サ
に
行
っ
て
い
る
と
反
論
す
る
も
、
心
の
内
を
話
そ

う
と
す
る
。
娘
Ａ
、
外
か
ら
そ
れ
を
見
る
。
妻
、
メ
ダ
イ
（
メ
ダ
ル
）
を
火
に
投
げ
る
。

27
司
祭
館

0:
52
‒0
:5
4

領
主
の
妻
の
手
紙

○
教
会
職
員

領
主
の
妻
か
ら
手
紙

信
徒
と
交
流

職
員
か
ら
領
主
の
妻
の
手
紙
を
受
け
取
る
。
感
謝
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
る
。

28
領
主
宅

0:
54
‒0
:5
5

領
主
の
妻
の
死

○
領
主

事
前
の
日
記

祈
り

領
主
、
司
祭
を
無
視
。
司
祭
、
妻
の
遺
体
に
手
を
合
わ
せ
る
。

29
領
主
宅

0:
55
‒0
:5
8

領
主
の
妻
の
遺
体

○
弔
問
客
・
領
主
の
妻
（
遺
体
）

事
前
の
日
記

車 （
馬
車
な
し
）

公
教
要
理

通
夜

遺
体
の
ベ
ー
ル
を
と
り
、
安
ら
ぎ
を
祈
る
。
自
分
に
な
い
も
の
を
与
え
た
と
感
じ
る
。
弔
問

客
の
冷
た
い
視
線
。

30
司
祭
館

0:
58
‒1
:0
1

司
祭
評
議
員
の
尋
問

○
司
祭
評
議
員

記
載
を
拒
否

尋
問
さ
れ
る

領
主
の
叔
父
の
司
祭
評
議
員
か
ら
、
死
の
当
日
の
や
り
取
り
を
尋
ね
ら
れ
る
。
報
告
す
る
よ

う
に
求
め
ら
れ
る
が
拒
否
す
る
。

31
領
主
宅

1:
01
‒1
:0
6

娘
Ａ
の
話
、
領
主
の
批

判
○

娘
Ａ
・
領
主

司
祭
失
格
と
い

わ
れ
る

娘
Ａ
、
家
庭
教
師
を
追
い
出
す
と
話
す
。
体
の
中
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
激
情
が
生
じ
た
と

告
げ
る
。
領
主
に
家
庭
教
師
へ
の
手
切
れ
金
を
渡
す
よ
う
に
告
げ
る
。
領
主
、
家
庭
内
に
干

渉
し
な
い
よ
う
に
告
げ
、
性
格
・
生
活
で
司
祭
失
格
と
告
げ
る
。

32
司
祭
館

1:
06
‒1
:0
8

領
主
の
妻
と
の
や
り
取

り
を
思
い
出
す

○
事
後
の
日
記
。
日
記

を
破
る
。

神
と
の
距
離
感

領
主
の
妻
と
の
や
り
取
り
か
ら
得
た
満
足
に
疑
問
を
感
じ
る
。
試
練
が
厳
し
す
ぎ
、
神
に
追

従
で
き
な
く
な
っ
た
と
記
す
。

33
牧
場

1:
08
‒1
:1
3

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
と
の

会
話

○
ト
ル
シ
ー
の
司
祭

牛
・
犬
の
鳴
き

声
ト
ル
シ
ー
の
司

祭
と
話
す

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
か
ら
食
生
活
や
信
仰
の
改
善
を
助
言
さ
れ
る
。
信
仰
が
足
ら
な
い
、
考
え

す
ぎ
と
の
助
言
に
、
祈
れ
な
い
と
答
え
る
。
聖
職
は
召
命
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
涙
し
、
懐
か

し
い
気
分
に
な
り
、
聖
な
る
苦
悩
と
感
じ
る
。
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
、
涙
顔
を
子
ど
も
の
ま
ま

と
非
難
し
、
司
祭
を
責
め
る
。
娘
は
悪
魔
と
い
う
の
に
対
し
、
司
祭
、
扉
は
開
け
て
お
く
と

反
論
す
る
。

34
司
祭
館

1:
13
‒1
:1
8

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
の
再

訪
（
検
分
）

○
ト
ル
シ
ー
の
司
祭

ト
ル
シ
ー
の
司

祭
を
祝
福

ワ
イ
ン
の
飲
酒
を
と
が
め
る
。
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
に
従
わ
な
い
。
ト
ル
シ
ー
の
司
祭
と
の
距

離
を
感
じ
る
。

35
信
徒
宅
（
夜
）

1:
18
‒1
:1
8

体
調
を
崩
す

○
女
性
信
徒
（
母
娘
）

信
徒
宅
訪
問

信
徒
宅
訪
問
中
、
体
調
を
崩
す
。

36
道
路
（
夜
）

1:
18
‒1
:2
4

道
で
倒
れ
る

○
娘
Ａ

メ
モ
を
見
る

信
徒
訪
問
中
に
道
で
倒
れ
る
。
公
教
要
理
で
司
祭
を
か
ら
か
っ
た
娘
Ｂ
が
見
つ
け
て
、
介
抱
。

司
祭
館
に
戻
る
途
中
、
娘
Ｂ
が
手
を
つ
な
ぐ
。

37
司
祭
館

1:
24
‒1
:2
5

司
祭
服
を
洗
う

○
事
前
の
日
記

血
で
汚
れ
た
司
祭
服
を
洗
う
。

38
司
祭
館

1:
25
‒1
:3
1

娘
Ａ
の
訪
問

○
娘
B

娘
Ａ
、
転
任
と
勘
違
い
し
つ
つ
、
荷
造
り
を
手
伝
う
。
娘
Ａ
に
嘘
を
つ
い
て
会
話
す
る
。

39
道

1:
31
‒1
:3
7

オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る

○
領
主
の
甥

駅
に
1
頭
の
馬

領
主
の
甥
に
オ
ー
ト
バ
イ
で
駅
に
送
っ
て
も
ら
う
。
ス
ピ
ー
ド
と
甥
の
会
話
に
若
者
同
士
で

あ
る
安
ら
ぎ
と
開
放
感
を
得
る
。
領
主
の
甥
は
、
司
祭
と
人
々
の
間
に
違
い
は
な
く
、
い
け

に
え
の
祭
壇
の
石
程
度
の
違
い
だ
と
話
す
。

40
医
院
・
道
・
教

会
・
カ
フ
ェ

1:
37
‒1
:4
1

病
気
を
知
る

○
都
市
の
医
師
・
女
主
人

事
後
の
日
記

教
会
で
祈
れ
ず

病
気
を
知
り
、
見
知
ら
ぬ
教
会
で
祈
れ
ず
、
駅
の
カ
フ
ェ
で
心
を
落
ち
着
け
な
が
ら
日
記
を

つ
け
る
。

41
神
学
校
時
代
の

友
人
宅

1:
41
‒1
:5
3

神
学
校
時
代
の
友
人
に

会
う

○
神
学
校
時
代
の
友
人
・
そ
の
愛
人

書
い
て
い
る
日
記
を

落
と
す

友
人
に
告
解

小
教
区
に
戻
る
気
が
せ
ず
、
聖
職
を
離
れ
た
友
人
宅
を
訪
問
。
下
着
姿
の
友
人
と
の
会
話
中

に
体
調
を
崩
す
。
友
人
の
愛
人
と
話
す
。
朝
か
ら
掃
除
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
。
友
人

に
告
解
を
し
、
日
記
を
つ
け
る
。

42
手
紙

1:
53
‒1
:5
5

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
へ
の

手
紙

（
十
字
架
）

神
学
校
時
代
の
友
人
の
声

手
紙

神
の
思
し
召
し

ト
ル
シ
ー
の
司
祭
宛
の
友
人
の
手
紙
が
読
ま
れ
る
。
ロ
ザ
リ
オ
を
胸
に
当
て
、
告
解
を
求
め

て
そ
れ
が
ど
う
し
た
、
す
べ
て
は
神
の
思
し
召
し
と
話
し
て
亡
く
な
っ
た
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

さ
れ
る
。

資
料
表
2　
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
ど
こ
へ
行
く

番 号
シ
ー
ク
エ
ン
ス

・
シ
ー
ン

お
お
よ
そ
の

時
間

シ
ー
ン

主
人
公

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

状
　
　
況

人
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ

ル
（
日
記
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
等

動
物
等

信
仰

暴
力
・
犯
罪

1

農
場

0:
02
‒0
:0
5

牧
場

Ｂ
・
Ｍ

男
の
子
（
ジ
ャ
ッ
ク
、
以
下
Ｊ
）
と

そ
の
父

ロ
バ

マ
リ
ー
（
主
人
公
の
欄
は
Ｍ
）、
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
（
以
下
、
Ｂ
）
に
出
会
う
。

2
受
洗

Ｂ
・
Ｍ

子
ど
も
た
ち

ロ
バ

ロ
バ
の
洗
礼

マ
リ
ー
と
子
ど
も
た
ち
、
Ｂ
に
洗
礼
を
授
け
る
。

3
小
屋
・
庭

Ｂ
・
Ｍ

子
ど
も
た
ち

ロ
バ

納
屋
の
二
階
で
Ｂ
と
触
れ
合
う
。
庭
で
遊
ぶ
。

4
農
園
主
の
家
族
の
帰
宅

Ｍ
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
父

避
暑
の
農
園
か
ら
帰
宅
。
男
の
子
、
ベ
ン
チ
に
マ
リ
ー
と
の
愛
の
落
書
き
。
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5
作
業
場
と
道

0:
05
‒0
:0
9

ロ
バ
の
労
働

Ｂ
輸
送
業
者

ロ
バ

ロ
バ
へ
の
む
ち
打
ち

む
ち
打
ち
と
労
働
。

6
ロ
バ
の
労
働

Ｂ
輸
送
業
者
と
追
跡
者

ロ
バ

ロ
バ
へ
の
む
ち
打
ち
追

跡
業
者
に
よ
る
む
ち
打
ち
。
馬
車
が
倒
れ
Ｂ
が
逃
げ
る
。
追
わ
れ
た
Ｂ
，
か
つ
て
飼
わ
れ
て
い
た
家

に
逃
げ
込
む
。

7
マ
リ
ー
の
家

0:
09
‒0
:1
0

マ
リ
ー
と
の
再
会

Ｂ
・
Ｍ

父
ロ
バ

父
は
マ
リ
ー
を
呼
ぶ
声
の
み
。
マ
リ
ー
，
Ｂ
を
優
し
く
な
で
、
自
分
の
家
族
の
移
動
手
段
に

す
る
。

8
道

0:
11
‒0
:1
2

不
良
青
年
ジ
ェ
ラ

ル
ド
（
以
下
、
Ｇ
）　
　
　
　

の
悪
質
行
為

Ｂ
・
Ｍ

Ｇ
の
一
味
・
父

ロ
バ

不
良
た
ち
ロ
バ
を
取
り

囲
む

ロ
バ
を
オ
ー
ト
バ
イ
で
取
り
囲
む
。
2
台
の
自
動
車
に
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
こ
さ
せ
る
。
そ
の

後
、
マ
リ
ー
の
後
を
つ
け
る
。

9
マ
リ
ー
の
家

（
夜
）

0:
12
‒0
:1
5

Ｇ
が
忍
び
込
む

Ｂ
・
Ｍ

Ｇ
ら
2
人

ロ
バ

ロ
バ
を
打
擲

マ
リ
ー
、
花
を
摘
み
Ｂ
に
飾
り
、
愛
撫
す
る
。
マ
リ
ー
に
Ｇ
の
手
が
伸
び
る
。
Ｇ
、
Ｂ
を
打

擲
す
る
。

10
ミ
サ

0:
16
‒0
:1
7

ミ
サ
と
そ
の
帰
り

Ｂ
・
Ｍ

ミ
サ
参
列
者
・
Ｇ

ロ
バ
、
馬

（
馬
車
）

Ｇ
、
ミ
サ
で
聖

歌
隊

Ｇ
、
聖
歌
隊
員
と
し
て
ソ
ロ
で
歌
う
。
自
動
車
と
馬
車
の
中
、
マ
リ
ー
、
母
と
Ｂ
の
馬
車
で

帰
宅
。

11
公
証
役
場

0:
17
‒0
:1
8

契
約
の
締
結

Ｂ
・
Ｍ

父
・
公
証
人

農
園
主
の
手
紙

ロ
バ

父
、
農
園
主
か
ら
農
園
を
借
用
す
る
契
約
を
結
ぶ
。
し
か
し
父
、
報
告
義
務
は
な
い
と
主
張
。

マ
リ
ー
と
Ｂ
が
外
で
待
つ
。

12
自
宅

0:
18
‒0
:2
1

マ
リ
ー
と
Ｊ
と
の
再
会

Ｂ
・
Ｍ

Ｊ
・
母

ロ
バ

Ｊ
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
来
村
し
、
マ
リ
ー
の
父
の
疑
惑
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
。
マ
リ
ー
の
父

を
説
得
で
き
ず
。
母
、
父
を
非
難
す
る
。

13
自
宅

0:
21
‒0
:2
2

ロ
バ
を
手
放
す

Ｍ
父
・
母

ロ
バ

父
母
の
対
立
。
マ
リ
ー
が
Ｂ
の
世
話
を
し
な
く
な
り
、
父
が
ロ
バ
は
飼
い
主
が
笑
わ
れ
る
と

話
し
、
手
放
す
。

14
パ
ン
の
配
達

0:
22
‒0
:2
7

Ｇ
，
ロ
バ
と
パ
ン
の
配

達
を
始
め
る

Ｂ
パ
ン
店
の
家
族
・
Ｇ

ロ
バ
、
パ
ン
の

配
達

司
祭
が
Ｇ
の
就

職
を
依
頼

ロ
バ
の
尾
に
火
を
つ
け

る
パ
ン
店
主
、
Ｂ
を
購
入
。
司
祭
か
ら
Ｇ
の
雇
用
を
求
め
ら
れ
、
バ
イ
ク
の
Ｇ
が
Ｂ
と
パ
ン
を

配
達
。
途
中
、
Ｂ
に
ひ
ど
い
虐
待
を
す
る
。
Ｂ
の
目
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
。

15
0:
27
‒0
:3
1

マ
リ
―
、
ロ
バ
と
再
会

す
る

Ｂ
・
Ｍ

Ｇ
ロ
バ
、
パ
ン
の

配
達

マ
リ
ー
に
暴
行

Ｇ
，
道
に
Ｂ
を
立
た
せ
、
自
動
車
の
マ
リ
ー
を
待
ち
伏
せ
て
、
関
係
を
迫
る
。
Ｂ
は
立
っ
て

い
る
の
み
、
目
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
Ｇ
，
勝
利
の
ラ
ッ
パ
を
吹
く
。

16
マ
リ
ー
の
家

0:
31
‒0
:3
3

Ｇ
，
マ
リ
ー
の
自
宅
に

押
し
掛
け
る

Ｂ
・
Ｍ

父
、
Ｇ

ロ
バ
、
パ
ン
の

配
達

Ｇ
、
マ
リ
ー
の
父
の
前
で
、
マ
リ
ー
を
呼
び
出
そ
う
と
す
る
。
配
達
の
荷
を
背
負
っ
た
Ｂ
は

Ｇ
に
連
れ
ら
れ
て
い
る
。

17
パ
ン
店

0:
33
‒0
:3
5

Ｇ
の
窃
盗
発
覚

パ
ン
店
の
家
族
・
Ｇ

パ
ン
屋
の
店
主
、
Ｇ
の
窃
盗
を
許
し
、
ラ
ジ
オ
を
与
え
る
。
ラ
ジ
オ
か
ら
軽
音
楽
。

18
マ
リ
ー
の
家

0:
35
‒0
:3
5

マ
リ
ー
、
Ｇ
と
密
会

Ｍ
Ｇ
・
父

納
屋
で
マ
リ
ー
、
Ｇ
と
密
会
を
す
る
。
ラ
ジ
オ
か
ら
軽
音
楽

19
パ
ン
店

0:
35
‒0
:3
7

出
頭
命
令

パ
ン
店
の
家
族
・
Ｇ

取
り
調
べ

パ
ン
屋
の
店
主
家
族
、
Ｇ
に
警
察
の
出
頭
命
令
を
渡
す
。
店
主
の
言
葉
に
Ｇ
は
薄
ら
笑
い
。

20
警
察

0:
37
‒0
:4
0

殺
人
事
件
の
取
り
調
べ

中
毒
者
（
Ａ
）、
Ｇ
の
一
味

取
り
調
べ

警
察
に
よ
る
ア
ル
ノ
ル
ド
（
以
下
、
Ａ
）
や
Ｇ
の
一
味
の
取
り
調
べ

21
ア
ル
ノ
ル
ド
の

家
0:
40
‒0
:4
2

Ｇ
一
味
の
集
団
暴
力

Ｂ
・
Ｍ

Ａ
・
Ｇ
の
一
味

ロ
バ
・
ニ
ワ
ト

リ
Ａ
と
マ
リ
ー
へ
の
暴
力

殺
人
事
件
を
め
ぐ
る
対
立
、
Ｇ
の
一
味
の
Ａ
へ
の
殴
打
と
蹴
り
。
仲
間
と
な
っ
た
マ
リ
ー
へ

の
Ｇ
の
打
擲
。
マ
リ
ー
の
涙
に
対
し
て
Ｇ
は
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
軽
音
楽
。

22
パ
ン
の
配
達

0:
42
‒0
:4
3

震
え
る
ロ
バ

Ｂ
・
Ｍ

Ｇ
ロ
バ
、
パ
ン
の

配
達

パ
ン
の
配
達
中
、
寒
さ
で
体
調
を
崩
し
苦
し
む
Ｂ
。

23
パ
ン
屋

0:
43
‒0
:4
4

ロ
バ
の
処
分

Ｂ
Ｇ
・
パ
ン
屋
の
家
族
・
Ａ

横
た
わ
る
ロ
バ

鉈
で
Ｂ
を
殺
そ
う
と
す
る
時
に
Ａ
が
Ｂ
を
引
き
取
る
。

24
道

0:
44
‒0
:4
6

ロ
バ
、
Ａ
に
飼
わ
れ
る

Ｂ
Ａ
、
客
2
人

二
頭
の
ロ
バ

自
動
車
の
通
る
道
を
Ａ
、
も
う
一
頭
の
ロ
バ
と
Ｂ
を
連
れ
て
歩
く
。
2
匹
を
移
動
に
使
う
。

25
ア
ル
ノ
ル
ド
の

家
0:
46
‒0
:4
7

神
へ
の
誓
い

Ａ
禁
酒
の
祈
り

Ａ
、
ベ
ッ
ド
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
絶
つ
こ
と
を
祈
る
。

26
酒
場

0:
47
‒0
:4
8

二
匹
の
ロ
バ
へ
の
虐
待

Ｂ
Ａ

二
頭
の
ロ
バ

ロ
バ
へ
の
虐
待

酒
場
の
女
の
手
。
Ａ
は
酔
っ
て
グ
ラ
ス
を
落
と
し
、
椅
子
を
持
ち
出
し
て
ロ
バ
を
虐
待
す
る
。

ロ
バ
の
悲
鳴
。

27
道

0:
47
‒0
:4
9

ロ
バ
の
逃
走

Ｂ
Ａ
・
マ
リ
ー
の
父
、
裁
判
所
職
員

二
頭
の
ロ
バ

Ａ
、
二
頭
の
ロ
バ
を
連
れ
て
街
中
へ
。
裁
判
所
前
で
自
動
車
の
横
に
つ
な
が
れ
た
Ｂ
の
前
で
、

裁
判
を
退
席
す
る
マ
リ
ー
の
父
。
Ａ
が
酒
場
で
飲
酒
中
に
、
Ｂ
は
自
動
車
の
間
を
逃
げ
出
す
。

28
サ
ー
カ
ス

0:
49
‒0
:5
4

サ
ー
カ
ス
に
紛
れ
込
む

Ｂ
サ
ー
カ
ス
の
団
員
・
Ａ

ロ
バ
・
虎
・
猿

・
象

Ａ
，
Ｂ
を
追
い
か
け
る

Ｂ
，
サ
ー
カ
ス
小
屋
で
虎
・
猿
・
象
と
出
会
う
。
訓
練
を
し
て
サ
ー
カ
ス
に
出
演
中
、
飲
酒

し
て
見
物
中
の
Ａ
に
見
つ
か
る
。
悲
鳴
を
上
げ
て
逃
げ
回
る
も
の
の
Ａ
に
連
れ
戻
さ
れ
る
。

29
ア
ル
ノ
ル
ド
の
家

0:
54
‒0
:5
8

遺
産
を
得
る

Ｂ
Ａ
・
Ｇ
の
一
味
・
警
察

ロ
バ
・
鶏

Ｇ
、
銃
を
渡
す

Ｇ
，
Ａ
に
銃
を
渡
し
、
警
官
を
殺
害
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
警
官
は
Ａ
に
遺
産
の
通
知
を
行
な
う
。

30
酒
場

0:
58
‒1
:0
2

ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ

Ｂ
・
Ｍ

Ａ
・
Ｇ
と
そ
の
一
味

若
者
、
役
人

ロ
バ

Ｇ
、
店
内
を
破
壊
。
爆

竹
で
Ｂ
を
驚
か
す

Ｇ
、
Ａ
の
遺
産
で
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
。
マ
リ
ー
の
母
、
連
れ
帰
ろ
う
と
す
る
が
マ
リ
ー
は
反

発
し
、
Ｇ
に
従
う
と
い
う
。
そ
の
光
景
を
見
る
Ｂ
。
Ｇ
は
、
Ａ
を
挑
発
し
て
酒
場
を
荒
ら
す
。

軽
音
楽
と
爆
竹
の
中
、
マ
リ
ー
は
Ｇ
に
捨
て
ら
れ
る
。
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31
酒
場

1:
02
‒1
:0
4

酒
場
か
ら
帰
る

Ｂ
Ａ
・
Ｇ
と
そ
の
一
味

ロ
バ

Ｇ
、
Ｂ
を
け
る

Ａ
、
最
後
の
言
葉
を
述
べ
て
、
Ｂ
に
乗
っ
て
帰
る
途
中
に
転
落
死
。

32
役
所
・
家
畜
市

1:
05
‒1
:0
5

家
畜
市

（
役
人
の
声
）

死
亡
届

Ａ
の
死
後
、
Ｂ
は
家
畜
市
で
売
ら
れ
る
。

33
労
働

1:
05
‒1
:0
7

脱
穀
作
業

Ｂ
穀
物
商

ロ
バ
・
牛
・
山

羊
鞭
で
打
ち
、
働
か
せ
る

新
し
い
飼
い
主
の
穀
物
商
に
鞭
で
打
た
れ
な
が
ら
、
Ｂ
が
作
業
を
す
る
。

34
労
働

1:
07
‒1
:0
8

脱
穀
作
業

Ｂ
穀
物
商

ロ
バ

鞭
で
打
ち
、
働
か
せ
る

怪
我
を
し
な
が
ら
も
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
。

35
穀
物
商
の
家

1:
08
‒1
:1
5

穀
物
商
の
家
を
訪
れ
た

マ
リ
ー

Ｂ
・
Ｍ

穀
物
商

光
に
輝
く

ロ
バ
の
顔

マ
リ
ー
、
雨
の
日
に
穀
物
商
の
家
に
来
て
、
彼
を
手
玉
に
取
る
。
穀
物
商
に
金
を
求
め
る
。

家
の
没
落
を
話
し
、
金
で
関
係
を
持
つ
。
そ
れ
を
見
る
Ｂ
の
目
。
朝
、
マ
リ
ー
は
Ｂ
を
無
視

し
て
出
て
行
く
。

36
穀
物
商
の
家

1:
16
‒1
:1
7

マ
リ
ー
の
両
親
が
訪
れ
る

Ｂ
穀
物
商
・
マ
リ
ー
の
両
親

ロ
バ

穀
物
商
、
来
訪
し
た
マ
リ
ー
の
両
親
に
Ｂ
を
返
す
。

37
マ
リ
ー
の
家

1:
17
‒1
:1
7

マ
リ
ー
が
帰
宅
す
る

Ｂ
・
Ｍ

マ
リ
ー
の
両
親

ロ
バ

両
親
が
Ｂ
を
連
れ
て
家
に
戻
る
と
マ
リ
ー
が
帰
っ
て
い
る
。

38
マ
リ
ー
の
家

1:
17
‒1
:2
0

Ｊ
と
の
再
会

Ｂ
・
Ｍ

Ｊ
ロ
バ
が
草
を
は

む
Ｊ
を
愛
し
た
い

Ｊ
が
自
動
車
で
来
て
、
ベ
ン
チ
に
座
り
マ
リ
ー
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
。
老
い
た
Ｂ
は

草
を
食
べ
て
い
る
。
Ｊ
、
マ
リ
ー
に
結
婚
を
申
し
出
る
。
マ
リ
ー
は
断
り
つ
つ
、
Ｂ
に
藁
を

与
え
な
が
ら
、
愛
し
た
い
と
つ
ぶ
や
く
。

39
作
業
小
屋

1:
20
‒1
:2
2

納
屋
で
Ｇ
に
対
峙
す
る

Ｍ
Ｇ
の
一
味

ロ
バ

Ｇ
の
一
味
、
マ
リ
ー
に

集
団
暴
行

G
と
そ
の
仲
間
に
服
を
脱
が
さ
れ
て
、
裸
に
さ
れ
る
。
Ｂ
、
マ
リ
ー
を
乗
せ
て
父
や
Ｊ
た
ち

と
と
も
に
自
宅
に
戻
る
。

40
作
業
小
屋
・
マ

リ
ー
の
家

1:
22
‒1
:2
5

父
と
J
の
前
で

B
・
M

マ
リ
ー
の
両
親
・
J

ロ
バ

司
祭
、
病
者
の

塗
油

裸
に
さ
れ
た
マ
リ
ー
が
家
か
ら
出
て
行
く
。
家
の
外
に
つ
な
が
れ
た
B
。
父
は
司
祭
か
ら
病
者

の
塗
油
を
受
け
る
が
、
司
祭
に
背
を
向
け
る
。
司
祭
、
聖
書
を
持
ち
、
皆
を
許
し
な
さ
い
と

告
げ
る
。

41
マ
リ
ー
の
家

1:
26
‒1
:2
6

マ
リ
ー
の
父
の
死

B
・
M

マ
リ
ー
の
母

ロ
バ
の
影
、
頭

神
に
祈
り

家
の
外
で
夫
の
治
癒
を
祈
る
。
そ
の
横
に
つ
な
が
れ
た
B
。
夫
の
死
。

42
マ
リ
ー
の
家

1:
26
‒1
:2
7

G
に
よ
る
ロ
バ
の
連
れ

出
し

B
・
M

マ
リ
ー
の
母
・
Ｇ
の
一
味

ロ
バ

Ｇ
、
ロ
バ
の
連

れ
出
し

Ｇ
、
マ
リ
ー
の
母
か
ら
Ｂ
を
借
り
出
す
。
マ
リ
ー
の
母
、
Ｂ
し
か
い
な
い
、
Ｂ
は
聖
な
る
ロ

バ
と
い
う
も
の
の
、
連
れ
出
さ
れ
る
。
Ｂ
、
マ
リ
ー
の
父
の
葬
列
に
使
わ
れ
る
。

43
マ
リ
ー
の
家

1:
27
‒1
:2
9

Ｇ
に
よ
る
ロ
バ
の
連
れ

出
し

Ｂ
Ｇ
の
一
味

暗
闇
の
ロ
バ

Ｇ
の
一
味
、
密
輸
の
準

備
Ｇ
，
勝
手
に
Ｂ
を
連
れ
出
し
、
密
輸
（
国
境
の
山
越
え
）
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
。

44
夜
の
山
越
え

1:
29
‒1
:3
2

密
輸
に
使
わ
れ
る

Ｂ
Ｇ
の
一
味

ロ
バ

Ｇ
，
Ｂ
を
蹴
り
飛
ば
す

夜
道
、
荷
を
背
負
う
Ｂ
を
Ｇ
、
木
で
殴
り
蹴
り
飛
ば
す
。
警
備
兵
に
見
つ
か
り
そ
う
に
な
り

Ｂ
を
置
い
て
逃
げ
る
Ｇ
の
一
味
。
Ｂ
の
顔
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
銃
声
に
驚
き
、
ひ
と
り
進

む
。

45
山
頂
付
近

1:
32
‒1
:3
2

ロ
バ
の
死

Ｂ
ロ
バ
・
羊
の
大

群
・
犬

Ｂ
の
目
の
ア
ッ
プ
。
銃
声
に
呼
び
え
る
。
足
を
撃
た
れ
た
Ｂ
が
力
尽
き
横
た
わ
る
。
聖
衣
を

つ
け
た
よ
う
に
羊
が
Ｂ
に
集
ま
り
、
羊
に
囲
ま
れ
て
命
が
絶
え
る
。
羊
が
去
っ
た
後
に
一
頭

だ
け
の
Ｂ
が
横
た
わ
る
。

資
料
表
3　
少
女
ム
シ
ェ
ッ
ト

番 号
シ
ー
ク
エ
ン
ス

・
シ
ー
ン

お
お
よ
そ
の

時
間

シ
ー
ン

主
人
公

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

状
　
　
況

人
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ

ル
（
日
記
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
等

動
物
等

信
仰

暴
力
・
犯
罪

1
教
会

0:
00
‒0
:0
0

母
の
祈
り
（
ア
ヴ
ァ
ン

・
タ
イ
ト
ル
）

母
母
の
教
会
で
の

祈
り

教
会
で
、
子
供
が
心
配
で
死
ね
な
い
と
つ
ぶ
や
く
。

2
森

0:
02
‒0
:0
5

森
番
が
密
猟
を
探
す

森
番
・
密
猟
者

鳥
森
番
が
密
猟
を
見
つ
め
る
。
見
つ
め
る
目
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
密
猟
者
、
罠
に
捕
ら
え
た

鳥
を
逃
が
す
。

3
道

0:
05
‒0
:0
6

登
校

○
子
ど
も

ム
シ
ェ
ッ
ト
と
森
番
が
す
れ
違
う
。

4
カ
フ
ェ

0:
06
‒0
:0
9

店
員
へ
の
さ
や
当
て

密
猟
者
・
店
の
女
性
・
森
番
・
客

父
親
と
仲
間

密
猟
者
、
カ
フ
ェ
で
飲
酒
。
森
番
が
来
て
飲
酒
。
次
々
に
来
る
車
の
客
。
犯
罪
に
関
係
す
る

父
と
仲
間
も
店
に
入
る
。

5
自
宅

0:
09
‒0
:1
1

不
幸
な
家
族
状
況

○
母
・
父
・
乳
児

病
気
の
母
の
介
護
を
す
る
。
父
、
夜
間
に
戻
り
酔
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
真
似
を
す
る
。
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6

学
校

0:
11
‒0
:1
2

通
学
の
情
景

○
子
ど
も
た
ち

急
ぐ
子
供
の
中
で
、
ゆ
っ
く
り
と
向
か
う
。

7
0:
12
‒0
:1
3

教
室
で
の
教
師
の
叱
責

○
教
師
・
子
ど
も
た
ち

教
員
の
背
に
小
さ
く

黒
板
の
文
字

女
教
師
の
体
罰

教
師
の
冷
た
い
目
。
教
師
、
歌
を
唄
わ
な
い
ム
シ
ェ
ッ
ト
の
首
を
つ
か
み
、
見
せ
し
め
を
す

る
。
ム
シ
ェ
ッ
ト
、
両
手
で
顔
を
覆
い
泣
く
。

8
0:
13
‒0
:1
5

下
校
時
の
嫌
が
ら
せ

○
子
ど
も
た
ち

ム
シ
ェ
ッ
ト
と
男
子
の

悪
戯

ム
シ
ェ
ッ
ト
、
草
陰
に
隠
れ
て
同
級
生
に
土
を
投
げ
る
。
一
人
残
り
、
下
校
。
男
子
生
徒
に

か
ら
か
わ
れ
る
。

9
自
宅

0:
15
‒0
:1
5

家
族
状
況

○
母

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
母
（
手
）
に
帰
宅
を
告
げ
る
。

10
カ
フ
ェ

0:
15
‒0
:1
8

開
店
準
備

○
店
員
・
父
・
森
番

教
会
前
の
カ
フ
ェ
で
着
替
え
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
―
を
準
備
。

11
教
会

0:
18
‒0
:1
9

カ
フ
ェ
の
営
業
を
終
え

て
ミ
サ
に
向
か
う

○
店
員
・
父
・
森
番
・
ミ
サ
に
急
ぐ

信
徒

教
会

父
の
突
き
飛
ば
し

ミ
サ
の
始
ま
り
を
告
げ
る
鐘
。
ミ
サ
に
向
か
う
客
が
酒
を
飲
む
。
森
番
、
店
員
に
言
い
寄
る
。

ム
シ
ェ
ッ
ト
、
い
や
い
や
向
か
う
教
会
の
前
で
父
に
教
会
内
に
突
き
飛
ば
さ
れ
る
。

12
カ
フ
ェ
・
移
動

遊
園
地

0:
19
‒0
:2
7

カ
フ
ェ
の
営
業

○
父
・
男
・
観
客
・
店
員
・
密
猟
者

・
森
番

教
会
の
ミ
サ
帰

り
の
信
徒
は
正

服

ム
シ
ェ
ッ
ト
の
皿
洗
い
の
賃
金
を
客
席
の
父
が
と
り
上
げ
、
仲
間
に
酒
を
飲
ま
す
。
ム
シ
ェ

ッ
ト
、
移
動
遊
園
地
に
向
か
い
、
知
ら
な
い
男
か
ら
金
を
も
ら
い
ゴ
ー
カ
ー
ト
に
乗
り
、
男

と
仲
良
く
な
る
。
男
に
誘
わ
れ
そ
う
に
な
り
、
父
が
頬
を
張
る
。
密
猟
者
と
店
員
が
遊
園
地

の
飛
行
機
に
乗
る
と
こ
ろ
を
見
る
森
番
。
カ
フ
ェ
に
戻
っ
た
店
員
に
森
番
が
、
密
猟
者
を
殺

す
と
告
げ
る
。

13
自
宅

0:
27
‒0
:2
7

家
庭
の
状
況

○
父
・
母

父
、
森
番
と
密
猟
者
の
確
執
を
話
す
。
母
は
ベ
ッ
ド
。

14
学
校

0:
27
‒0
:2
9

下
校
時
の
嫌
が
ら
せ
と

孤
独

○
子
ど
も
た
ち

ム
シ
ェ
ッ
ト
の
悪
戯

草
に
隠
れ
、
同
級
生
に
泥
投
げ
の
嫌
が
ら
せ
を
す
る
。
男
た
ち
が
バ
イ
ク
で
女
の
子
を
向
か

え
に
く
る
の
を
見
る
。
森
に
入
る
。

15
森

0:
29
‒0
:3
4

森
に
入
る

○
密
猟
者
・
森
番

密
猟
者
と
森
番
の
喧
嘩

銃
声
を
聞
く
。
雨
宿
り
を
し
て
夜
に
な
る
。
ぬ
か
る
み
で
靴
を
脱
ぐ
。
密
猟
者
と
森
番
が
争
い
を

始
め
る
。
も
み
あ
い
の
喧
嘩
の
途
中
、
二
人
は
酒
を
飲
み
始
め
る
。

16
森

0:
34
‒0
:4
1

密
猟
者
と
出
会
う

○
密
猟
者

濡
れ
た
靴
下
を
絞
っ
て
い
る
と
ラ
イ
ト
を
持
っ
た
密
猟
者
が
来
て
、
小
屋
に
案
内
す
る
。
密

猟
者
は
酒
を
飲
み
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
に
飲
ま
す
。
会
っ
た
こ
と
を
隠
す
よ
う
に
命
じ
る
。
密
猟

者
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
の
靴
を
探
し
に
出
て
、
靴
を
持
ち
帰
る
。
密
猟
者
は
火
で
傷
の
手
当
を
し
、

灰
を
周
り
に
ま
き
、
台
風
が
来
る
と
話
す
。

17
密
猟
者
の
部
屋

0:
41
‒0
:5
3

密
猟
者
に
暴
行
さ
れ
る

○
密
猟
者

密
猟
者
に
暴
行
さ
れ
る

密
猟
者
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
に
部
屋
に
い
た
と
証
言
す
る
よ
う
に
頼
み
、
酔
っ
て
覚
え
て
な
い
が

森
番
を
殺
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
告
げ
る
。
ム
シ
ェ
ッ
ト
、
皆
が
嫌
い
だ
か
ら
密
猟
者
の
た

め
に
証
言
す
る
と
い
う
。
密
猟
者
が
倒
れ
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
が
介
抱
す
る
。
ム
シ
ェ
ッ
ト
、
学

校
で
無
理
や
り
歌
わ
さ
れ
た
歌
を
唄
う
。
歌
を
聞
い
た
密
猟
者
、
カ
バ
ン
を
持
っ
た
ム
シ
ェ

ッ
ト
を
自
室
に
入
れ
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
の
行
き
先
を
ふ
さ
ぎ
、
追
い
か
け
て
凌
辱
す
る
。

18
自
宅

0:
53
‒0
:5
9

自
宅
に
帰
り
、
泣
く

○
父
の
声
、
母
、
乳
児

一
人
自
宅
に
帰
り
、
母
か
ら
乳
児
の
ミ
ル
ク
づ
く
り
を
頼
ま
れ
る
。
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
な
が

ら
泣
く
。
お
む
つ
替
え
を
頼
ま
れ
る
。
お
む
つ
で
涙
を
ふ
く
。

19
自
宅

0:
59
‒1
:0
3

母
の
後
悔

○
母

朝
、
泣
き
な
が
ら
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
る
。
母
に
出
来
事
を
告
げ
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
で
き

な
い
。
母
か
ら
酒
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
頼
ま
れ
る
。
楽
に
死
に
た
い
、
自
分
は
バ
カ
だ
っ

た
、
悪
い
男
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
話
す
。
母
の
死
。
父
と
仲
間
、
帽
子
を
と
っ
て
入
っ

て
く
る
。

20
自
宅

1:
03
‒1
:0
4

自
宅
の
状
況

○
父

娘
を
と
が
め
る
父
。
反
抗
し
つ
つ
、
ミ
ル
ク
を
買
い
に
行
く
ム
シ
ェ
ッ
ト
。

21
カ
フ
ェ

1:
04
‒1
:0
6

店
の
女
性
に
よ
る
屈
辱

○
店
の
女
性

ム
シ
ェ
ッ
ト
を
非
難

母
が
死
ん
だ
ム
シ
ェ
ッ
ト
に
優
し
く
す
る
店
員
。
し
か
し
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
の
胸
の
傷
を
見
て

ふ
し
だ
ら
と
い
う
。
ム
シ
ェ
ッ
ト
、
反
抗
的
に
出
て
行
く
。
教
会
に
行
く
人
を
見
る
。

22
道
・
森
番
宅

1:
06
‒1
:0
8

森
番
の
出
現

○
森
番

死
ん
だ
は
ず
の
森
番
が
姿
を
見
せ
る
。

23
森
番
宅

1:
08
‒1
:1
2

森
番
夫
妻
の
追
求

○
森
番
・
妻

森
番
の
妻
の
言
葉
の
追

い
打
ち

密
猟
者
が
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
ム
シ
ェ
ッ
ト
と
い
た
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
。
ム
シ
ェ
ッ

ト
が
密
猟
者
に
会
っ
た
と
告
げ
る
る
と
、
一
晩
中
、
小
屋
で
何
を
し
て
い
た
か
、
飲
酒
以
外

に
も
何
か
あ
っ
た
か
と
妻
が
追
及
す
る
。
む
ご
い
こ
と
を
す
る
男
を
許
せ
な
い
と
い
う
妻
に
、

ム
シ
ェ
ッ
ト
、
密
猟
者
の
愛
人
だ
と
話
す
。

24
道

1:
12
‒1
:1
5

老
女
宅
に
呼
ば
れ
る

○
老
女

ム
シ
ェ
ッ
ト
、
老
女
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
棺
の
布
と
服
を
提
供
さ
れ
る
。
老
女
、
死
者
は
神

と
同
じ
と
話
す
。
ム
シ
ェ
ッ
ト
、
反
抗
的
態
度
と
眼
差
し
で
出
て
行
く
。

25
森

1:
15
‒1
:1
7

狩
猟

○
猟
師

ウ
サ
ギ
、
犬

銃
で
撃
た
れ
追
わ
れ
る

ウ
サ
ギ

狩
猟
の
銃
声
と
犬
。
逃
げ
惑
う
う
さ
ぎ
と
銃
を
撃
つ
猟
師
。
撃
た
れ
た
ウ
サ
ギ
を
見
つ
め
る

ム
シ
ェ
ッ
ト
。

26
川
辺

1:
17
‒1
:2
0

自
殺
を
図
る

○
ト
ラ
ク
タ
ー
で
過
行
く
男

自
殺
を
す
る

貰
っ
た
服
を
体
に
当
て
、
斜
面
を
転
が
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
ろ
う
と
す
る
が
過
ぎ
去
る
。

再
度
、
斜
面
を
転
が
り
川
岸
に
立
っ
た
す
る
。
も
う
一
度
こ
ろ
が
り
、
水
に
落
ち
る
音
と
波
。
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資
料
表
4　
ス
リ

番 号
シ
ー
ク
エ
ン
ス

・
シ
ー
ン

お
お
よ
そ
の

時
間

シ
ー
ン

主
人
公

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

状
　
　
況

人
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ

ル
（
日
記
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
等

動
物
等

信
仰

暴
力
・
犯
罪

1
―

0:
01
‒0
:0
2

日
記
　
以
下
略

○
日
記
を
書
く

実
行
者
だ
が
日
記
を
記
す
と
書
く
。
手
の
映
像
。

2
競
馬
場

0:
02
‒0
:0
5

初
め
て
ス
リ
を
働
く

○
客
・
職
員

（
馬
の
音
）

ス
リ

初
め
て
女
性
客
に
ス
リ
を
働
く
。
バ
ッ
ク
を
探
る
手
先
の
ア
ッ
プ
。
5
分
後
に
逮
捕
さ
れ
、
警

察
に
連
行
さ
れ
る
。

3
警
察
署

0:
05
‒0
:0
5

取
り
調
べ

○
警
部

警
察

取
り
調
べ
の
後
、
釈
放
さ
れ
る
。

4
自
室

0:
05
‒0
:0
6

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る

○
扉
の
空
い
た
部
屋
。
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
。

5
母
の
ア
パ
ー
ト

0:
06
‒0
:0
7

金
を
届
け
る

○
ジ
ャ
ン
ヌ
（
母
の
隣
人
）

母
に
合
わ
ず
、
ジ
ャ
ン
ヌ
に
金
を
渡
す
。

6
夜
の
カ
フ
ェ

0:
07
‒0
:1
1

警
部
に
会
う

○
ジ
ャ
ッ
ク（
友
人
）・
警
部

ジ
ャ
ッ
ク
と
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
警
部
に
会
う
。
許
さ
れ
る
犯
罪
と
い
う
自
分
の
見
解
を

話
し
、
警
部
に
諫
め
ら
れ
る
。

7
地
下
鉄

0:
11
‒0
:1
2

ス
リ
を
働
く

○
乗
客

ス
リ

ス
リ
を
働
く
。
も
う
一
度
、
ス
リ
を
働
く
。

8
自
室

0:
12
‒0
:1
3

ス
リ
の
練
習

○
ス
リ
の
練
習

物
音
に
反
応
。
ス
リ
の
練
習
を
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

9
地
下
鉄
・
駅

0:
13
‒0
:1
5

ス
リ
を
働
く

○
乗
客

ス
リ

一
人
で
は
無
理
と
感
じ
る
。
ス
リ
を
働
き
、
財
布
を
ベ
ン
チ
下
に
捨
て
る
。
自
信
を
得
る
。

10
夜
の
カ
フ
ェ

0:
15
‒0
:1
6

ジ
ャ
ッ
ク
の
忠
告

○
客
・
警
部
・
ジ
ャ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
が
、
警
部
が
見
通
し
て
い
る
と
知
ら
せ
る
。
仕
事
を
探
す
よ
う
に
話
す
。

11
地
下
鉄
駅
・
地

下
鉄

0:
16
‒0
:1
8

地
下
鉄
駅
・
地
下
鉄

○
乗
客

ス
リ

ス
リ
を
働
い
た
相
手
か
ら
財
布
を
返
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。

12
自
室

0:
18
‒0
:2
1

ジ
ャ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン
ヌ

の
訪
問

○
怪
し
い
人
物
（
ス
リ
仲
間
Ａ
）・
ジ
ャ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ン
ヌ

ス
リ
仲
間
に
知
り
合
う

数
日
、
食
事
以
外
は
部
屋
に
こ
も
る
。
ア
パ
ー
ト
の
外
に
怪
し
い
人
物
が
い
て
、
つ
い
て
来

る
よ
う
に
相
図
を
す
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン
ヌ
が
来
る
。
母
が
会
い
た
い
と
話
し
て
い
る

と
ジ
ャ
ン
ヌ
が
伝
え
る
。

13
道
・
カ
フ
ェ

0:
21
‒0
:2
3

ス
リ
仲
間
に
入
る

○
怪
し
い
人
物
（
ス
リ
仲
間
Ａ
）

ス
リ
仲
間
に
知
り
合
う

怪
し
い
人
物
に
つ
い
て
来
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
、
光
を
た
た
え
た
バ
ス
に
乗
る
。
カ
フ
ェ
で
、
怪
し

い
人
物
が
ス
リ
と
知
り
、
技
術
を
教
え
ら
れ
る
。
手
の
ア
ッ
プ
。
指
を
柔
ら
か
く
し
、
鍛
え
て
い
る
こ

と
を
見
る
。

14
自
室

0:
23
‒0
:2
4

自
宅
を
出
る

○
ジ
ャ
ン
ヌ
の
手
紙

ジ
ャ
ン
ヌ
の
手
紙
が
ド
ア
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
う
や
く
気
付
く
。

15
母
の
ア
パ
ー
ト

0:
24
‒0
:2
5

母
に
会
う

○
母
・
ジ
ャ
ン
ヌ

母
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
ミ
シ
ャ
エ
ル
は
よ
く
や
っ
て
い
る
と
話
し
て
い
る
と
い
う
。

16
教
会

0:
25
‒0
:2
6

葬
儀
ミ
サ
に
出
る

○
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ン
ヌ

葬
儀
ミ
サ

椅
子
に
座
る
3
人
。
涙
を
流
す
ミ
シ
ェ
ル
。

17
自
室

0:
26
‒0
:2
8

母
の
荷
物
を
ジ
ャ
ン
ヌ

と
持
ち
帰
る

○
ジ
ャ
ン
ヌ

死
後
の
裁
き
の

話
ジ
ャ
ン
ヌ
と
母
の
荷
物
を
部
屋
に
持
ち
帰
る
。
死
後
の
裁
き
を
信
じ
る
か
ジ
ャ
ン
ヌ
に
尋
ね
、

く
だ
ら
な
い
と
い
う
。

18
銀
行
・
道

0:
28
‒0
:3
0

ス
リ
を
働
く

○
客
・
ス
リ
仲
間
Ａ

事
前
の
日
記

ス
リ

二
人
で
組
ん
で
ス
リ
を
働
く
。

19
カ
フ
ェ

0:
30
‒0
:3
1

新
し
い
仲
間
に
会
う

○
ス
リ
仲
間
Ａ
・
Ｂ

分
配

金
額
を
分
け
る
。
次
は
三
人
で
ス
リ
を
働
く
と
伝
え
ら
れ
る
。

20
自
室

0:
31
‒0
:3
2

ジ
ャ
ッ
ク
が
訪
問
す
る

○
ジ
ャ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
、
机
の
上
の
ス
リ
名
人
の
本
を
見
つ
け
る
。
見
解
が
分
か
れ
る
。

21
カ
フ
ェ

0:
32
‒0
:3
4

警
部
と
犯
罪
の
話
を
す

る
○

ジ
ャ
ッ
ク

警
部

警
部
が
近
づ
き
、
犯
罪
に
関
す
る
話
を
す
る
。
警
部
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
借
り
た
ス
リ
の
本
を
見

つ
け
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
に
疑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
尋
ね
て
、
本
を
取
り
返
す
。

22
警
察
署

0:
34
‒0
:3
6

警
察
に
呼
び
出
さ
れ
る

○
警
部

呼
び
出
し
た
警
部
に
本
を
渡
す
。
ス
リ
の
道
具
を
見
せ
ら
れ
。
本
を
返
さ
れ
る
。

23
自
室

0:
36
‒0
:3
7

自
室
を
確
認
す
る

○
警
察
の
罠
と
心
配
し
て
、
自
室
に
戻
る
。

24
道
・
カ
フ
ェ

0:
37
‒0
:3
8

ス
リ
を
働
く

○
通
行
人

ス
リ

一
人
で
時
計
を
す
る
。

25
自
室

0:
38
‒0
:3
8

手
口
を
確
認
す
る

○
時
計
を
ス
る
手
口
を
再
現
。

26
自
室
・
遊
園
地

0:
38
‒0
:4
0

ス
リ
を
働
く

○
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ン
ヌ
・
客

ス
リ

日
曜
日
、
カ
フ
ェ
で
時
間
を
過
ご
す
。
ミ
シ
ェ
ル
、
客
の
時
計
に
目
が
行
き
、
遊
園
地
の
飛

行
機
に
乗
る
二
人
か
ら
離
れ
て
、
ス
リ
を
働
く
。

27
自
宅

0:
40
‒0
:4
3

ジ
ャ
ッ
ク
の
訪
問

○
ジ
ャ
ッ
ク

怪
我
を
し
た
傷
を
手
当
て
す
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
が
来
て
、
心
配
し
て
い
る
と
話
す
。
ジ
ャ
ッ
ク

に
ジ
ャ
ン
ヌ
と
愛
し
合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
聞
く
。

28
駅
・
列
車

0:
43
‒0
:4
7

ス
リ
を
働
く

○
ス
リ
仲
間
Ａ
・
Ｂ
、
乗
客

事
前
の
日
記

ス
リ

三
人
で
繰
り
返
し
ス
リ
を
働
く
。
手
の
ア
ッ
プ
。
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29
自
室
前
の
通
路

0:
47
‒0
:4
8

ジ
ャ
ッ
ク
が
ジ
ャ
ン
ヌ

の
召
喚
を
伝
え
る

○
ジ
ャ
ッ
ク

警
察
の
召
喚
状

警
察
の
召
喚
状

ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
警
察
の
ジ
ャ
ン
ヌ
へ
の
召
喚
状
を
見
せ
ら
れ
る
。
冷
た
い
態
度
を
見
せ
る
。

30
駅

0:
48
‒0
:4
9

連
行
さ
れ
る
ス
リ
仲
間

○
警
官
、
ス
リ
仲
間
Ａ
・
Ｂ
、
乗
客

仲
間
の
逮
捕

ス
リ
仲
間
が
逮
捕
さ
れ
る
。

31
自
室

0:
50
‒0
:5
4

警
部
の
訪
問

○
警
部

警
部
の
訪
問

警
部
が
訪
問
す
る
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
、
つ
き
ま
と
い
を
怒
る
。
母
へ
の
窃
盗
を
ジ
ャ
ン
ヌ
が
取

り
下
げ
た
こ
と
を
知
る
。
警
部
、
自
白
を
迫
る
。
う
ん
ざ
り
と
答
え
る
。
警
部
、
将
来
を
心

配
し
、
そ
の
後
、
逮
捕
を
予
告
す
る
。

32
ジ
ャ
ン
ヌ
宅

0:
54
‒0
:5
7

ジ
ャ
ン
ヌ
と
別
れ
る

○
ジ
ャ
ン
ヌ

ジ
ャ
ン
ヌ
宅
を
訪
問
し
、
ミ
シ
ェ
ル
、
訴
え
の
取
り
下
げ
が
母
の
意
思
と
知
る
。
自
分
こ
と

を
尋
問
さ
れ
た
か
と
聞
く
。
ジ
ャ
ン
ヌ
、
両
手
で
顔
を
覆
い
、
最
低
の
行
為
と
非
難
す
る
。

ミ
ッ
シ
ェ
ル
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
周
り
に
寛
容
す
ぎ
、
単
純
と
い
う
。
自
分
を
ス
リ
と
思
う
か
と

尋
ね
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
そ
う
だ
と
答
え
な
が
ら
も
す
が
り
つ
く
が
、
ミ
シ
ェ
ル
は
去
る
と
い
う
。

33
自
室

0:
57
‒0
:5
8

旅
の
準
備

○
旅
を
す
る
た
め
、
金
と
時
計
を
取
り
出
す
。

34
道
・
駅

0:
58
‒1
:0
0

移
動
す
る

○
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
駅
で
ミ
ラ
ノ
行
の
列
車
に
乗
る
。

35
日
記

1:
00
‒1
:0
0

日
記
の
文
字

○
日
記

ス
リ
と
放
蕩

イ
タ
リ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
2
年
間
ス
リ
を
働
い
た
こ
と
を
つ
づ
る
。

36
ジ
ャ
ン
ヌ
宅

1:
00
‒1
:0
2

ジ
ャ
ン
ヌ
に
再
会
す
る

○
ジ
ャ
ン
ヌ

乳
児

ジ
ャ
ン
ヌ
は
ジ
ャ
ッ
ク
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
消
え
た
こ
と
を
知
る
。
ジ
ャ
ン

ヌ
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
を
愛
し
て
い
な
か
っ
た
と
告
げ
る
。
ミ
シ
ェ
ル
、
堅
気
に
な
り
ジ
ャ
ン
ヌ

の
力
に
な
る
と
告
げ
る
。

37
役
所
・
カ
フ
ェ

・
ジ
ャ
ン
ヌ
宅

1:
02
‒1
:0
3

ジ
ャ
ン
ヌ
に
金
を
渡
す

○
職
員
・
求
人
者
・
ジ
ャ
ン
ヌ

役
所
の
給
付
金
を
ジ
ャ
ン
ヌ
に
渡
す
。

38
ホ
テ
ル

1:
03
‒1
:0
4

客
の
新
聞
を
覗
く

○
客

新
聞
に
馬
の
写

真
客
の
新
聞
で
競
馬
場
を
思
い
出
す
。

39
競
馬
場

1:
04
‒1
:0
7

ス
リ
を
働
く

○
警
官
・
客

ス
リ

ホ
テ
ル
に
い
た
客
を
疑
い
な
が
ら
も
そ
の
客
に
ス
リ
を
働
く
。
手
錠
を
か
け
ら
れ
る
。
手
の

ア
ッ
プ
。

40
拘
置
所
の
面
会
室

1:
07
‒1
:0
9

ジ
ャ
ン
ヌ
の
面
会

○
ジ
ャ
ン
ヌ
・
看
守

留
置
所

失
敗
し
た
こ
と
、
予
審
で
自
白
を
覆
す
自
信
を
告
げ
る
。

41
独
房

1:
09
‒1
:1
0

孤
独
に
落
ち
い
る

○
ジ
ャ
ン
ヌ
の
手
紙

ジ
ャ
ン
ヌ
が
来
な
い
こ
と
を
寂
し
く
思
う
。
そ
の
理
由
を
手
紙
で
知
る
。

42
独
房
・
面
会
室

1:
10
‒1
:1
1

ジ
ャ
ン
ヌ
の
面
会

○
ジ
ャ
ン
ヌ
・
看
守

愛
を
知
る

ジ
ャ
ン
ヌ
と
心
が
通
じ
合
う
。
愛
を
知
る
。

資
料
表
5　
た
ぶ
ん
悪
魔
が

番 号
シ
ー
ク
エ
ン
ス

・
シ
ー
ン

お
お
よ
そ
の

時
間

シ
ー
ン

主
人
公

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

状
　
　
況

人
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ

ル
（
日
記
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
等

動
物
等

信
仰

暴
力
・
犯
罪

1
新
聞
記
事

0:
02
‒0
:0
2

墓
地
で
の
死
亡
記
事

△
写
真

墓
地
で
青
年
の
死
の
新
聞
記
事
。
シ
ャ
ル
ル
の
写
真
。

2
大
学
と
そ
の
周

辺
0:
02
‒0
:0
4

6
ヶ
月
前
の
政
治
集
会

○
路
上
の
友
人
・
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
・

ミ
シ
ェ
ル
・
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

政
治
集
会
で
、
批
判
的
態
度
を
示
し
、
途
中
退
席
す
る
。

3
環
境
保
護
協
会

0:
04
‒0
:0
8

環
境
破
壊
の
映
像
の
上

映
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ
ル
ト

ス
タ
ッ
フ

環
境
破
壊
の
映
像
の
上
映
。

4
ア
ル
ベ
ル
ト
自

宅
0:
08
‒0
:1
0

ア
ル
ベ
ル
ト
が
家
を
出
る

○
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
エ

ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
の
運
転
す
る
車
で
シ
ャ
ル
ル
、
迎
え
に
来
る
。

5
シ
ャ
ル
ル
宅

0:
10
‒0
:1
0

ア
ル
ベ
ル
ト
と
同
居
す
る

○
ア
ル
ベ
ル
ト
・
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
車
で
帰
り
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
シ
ャ
ル
ル
宅
に
来
る
。

6
教
会

0:
10
‒0
:1
5

司
祭
と
の
討
論
会

○
ア
ル
ベ
ル
ト
・
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

・
司
祭
・
若
者
・
書
店
主
（
エ
ド

ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
の
愛
人
）

教
会
で
司
祭
と

の
討
論

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
鳴
る
中
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
議
論
。
若
者
が
批
判
的
で
、

途
中
で
帰
る
。
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
の
愛
人
（
書
店
主
）
が
本
に
彼
女
の
裸
体
の
写
真
を
は
さ

む
。

7
書
店

0:
15
‒0
:1
6

愛
人
を
批
判
す
る

○
書
店
主
・
ス
タ
ッ
フ

本
を
開
く

シ
ャ
ル
ル
、
写
真
を
入
れ
た
書
店
主
を
批
判
。

8
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ

ュ
の
愛
人
宅

0:
16
‒0
:1
9

関
係
を
結
ぶ

○
書
店
主

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

部
屋
で
関
係
を
結
ぶ
。
外
で
待
つ
シ
ャ
ル
ル
。
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9
路
・
シ
ャ
ル
ル

宅
0:
19
‒0
:2
2

青
酸
カ
リ
を
発
見
す
る

○
ア
ル
ベ
ル
ト

ミ
シ
ェ
ル

シ
ャ
ル
ル
の
ノ
ー
ト

ミ
シ
ェ
ル
、
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
の
存
在
を
聞
く
。
ア
ル
ベ
ル
ト
、
青
酸
カ
リ
と
ノ
ー
ト
を
見

せ
て
、
シ
ャ
ル
ル
が
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
告
げ
る
。
シ
ャ
ル
ル
戻
る
。

10
大
学
と
そ
の
周

辺
0:
22
‒0
:2
3

大
学
を
去
る

○
路
上
の
青
年

数
学
の
ノ
ー
ト

シ
ャ
ル
ル
、
青
年
に
数
学
の
問
題
を
解
い
て
や
る
も
の
の
、
二
度
と
会
わ
な
い
と
告
げ
る
。

11
大
学
と
そ
の
周

辺
0:
23
‒0
:2
4

シ
ャ
ル
ル
を
追
求

○
ミ
シ
ェ
ル

ミ
シ
ェ
ル
が
シ
ャ
ル
ル
に
対
し
大
学
の
こ
と
、
2
人
の
女
性
の
こ
と
を
責
め
る
。

12
シ
ャ
ル
ル
宅

0:
24
‒0
:2
5

シ
ャ
ル
ル
を
追
求

○
ア
ル
ベ
ル
ト

ミ
ッ
シ
ェ
ル

ア
ル
ベ
ル
ト
、
ミ
シ
ェ
ル
を
非
難
。

13
森

0:
25
‒0
:2
7

森
林
の
伐
採

○
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
伐
採
人

木
を
切
る
光
景
。
耳
を
抑
え
る
シ
ャ
ル
ル
。

14
自
動
車
・
環
境

保
護
協
会

0:
27
‒0
:3
0

地
球
環
境
の
議
論

映
像
の
上
映

○
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ス
タ
ッ
フ

地
球
環
境
、
生
活
に
関
し
て
議
論
す
る
。
環
境
破
壊
の
映
像
を
上
映
す
る
。

15
自
動
車
・
環
境

保
護
協
会

0:
30
‒0
:3
1

シ
ャ
ル
ル
、
非
難
さ
れ

車
を
降
り
る

○
ミ
ッ
シ
ェ
ル

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

生
活
の
議
論
に
、
シ
ャ
ル
ル
は
享
楽
を
求
め
る
と
答
え
る
。
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
の
車
に
乗
り

換
え
る
。

16
知
人
女
性
宅

0:
31
‒0
:3
2

シ
ャ
ル
ル
、
追
い
出
さ

れ
る

○
知
人
女
性

関
係
後
、
追
い
出
さ
れ
る
。

17
川
原
・
道

0:
32
‒0
:3
4

自
殺
願
望
を
問
わ
れ
る

○
ミ
ッ
シ
ェ
ル

自
殺
願
望
を
ミ
ッ
シ
ェ
ル
が
尋
ね
る
。

18
シ
ャ
ル
ル
宅

0:
34
‒0
:3
6

シ
ャ
ル
ル
が
消
え
る

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
シ
ェ
ル

ア
ル
ベ
ル
ト
、
シ
ャ
ル
ル
が
消
え
た
こ
と
を
話
す
。

19
書
店

0:
36
‒0
:3
7

話
を
す
る

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
シ
ェ
ル

書
店
主

本
を
開
く

ミ
シ
ェ
ル
、
本
を
見
な
が
ら
、
書
店
主
を
偽
善
者
と
い
う
。

20
ア
ル
ベ
ル
ト
自

宅
0:
38
‒0
:3
9

パ
ー
テ
ィ
の
食
材
を
取

り
に
帰
る

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
シ
ェ
ル

食
べ
物
と
ワ
イ
ン
を
取
り
に
帰
る
。

21
川
原

0:
39
‒0
:4
2

銃
を
盗
む

○
若
者

銃
を
盗
む

音
楽
演
奏
。
シ
ャ
ル
ル
、
友
人
か
ら
銃
を
盗
む
。
友
人
が
探
し
始
め
る
。

22
シ
ャ
ル
ル
宅

0:
42
‒0
:4
3

パ
ー
テ
ィ
の
準
備

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
シ
ェ
ル

ミ
シ
ェ
ル
、
シ
ャ
ル
ル
宅
で
パ
ー
テ
ィ
の
準
備
を
す
る
。

23
川
原

0:
43
‒0
:4
4

銃
声
が
す
る

○
路
上
の
若
者

銃
を
撃
つ

シ
ャ
ル
ル
を
探
す
中
、
銃
声
。
川
を
撃
つ
シ
ャ
ル
ル
か
ら
銃
を
取
り
戻
し
、
酒
を
飲
み
な
が

ら
音
楽
を
聴
く
。

24
シ
ャ
ル
ル
宅

0:
44
‒0
:4
6

シ
ャ
ル
ル
戻
る

○
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
シ
ェ
ル

シ
ャ
ル
ル
、
パ
ー
テ
ィ
中
の
部
屋
に
戻
る
。
夜
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ベ
ッ
ド
で
シ
ャ
ル
ル
の
横

で
泣
く
。

25
道

0:
46
‒0
:4
7

結
婚
の
話
を
す
る

○
ミ
シ
ェ
ル

シ
ャ
ル
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
と
結
婚
す
る
と
話
し
、
二
人
で
バ
ス
に
乗
る
。

26
大
学

0:
47
‒0
:4
9

原
発
容
認
の
授
業
に
反

発
す
る

○
教
師
・
学
生
・
ミ
シ
ェ
ル

原
爆
映
像
と
原
発
の
安
全
性
を
伝
え
る
授
業
。
受
講
者
か
ら
批
判
の
質
問
。

27
道
・
バ
ス

0:
49
‒0
:5
1

原
発
容
認
へ
の
非
難

○
ミ
シ
ェ
ル
・
乗
客

バ
ス
が
事
故
を
起
こ
す

原
発
容
認
の
教
師
に
対
す
る
批
判
。
バ
ス
の
乗
客
が
議
論
す
る
。
乗
客
が
「
た
ぶ
ん
悪
魔
が
」

と
言
っ
た
後
に
バ
ス
の
事
故
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
音
。

28
郊
外
・
公
園

0:
51
‒0
:5
5

気
持
を
話
す

○
ミ
シ
ェ
ル

ア
ル
ベ
ル
ト
・
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

釣
ら
れ
た
魚

警
察
の
取
り
締
ま
り

シ
ャ
ル
ル
、
自
分
の
気
持
ち
を
話
す
。
郊
外
の
汚
染
の
た
め
遊
泳
禁
止
の
場
に
警
察
車
両
が

来
る
。
集
ま
っ
た
人
が
隠
れ
る
。

29
シ
ャ
ル
ル
宅

0:
55
‒0
:5
8

シ
ャ
ル
ル
、
戻
ら
な
く

な
る

書
店
主

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
シ
ェ
ル

書
店
主
、
ア
ル
ベ
ル
ト
に
自
分
の
家
に
来
な
い
か
と
言
い
、
金
を
渡
そ
う
と
す
る
。
ミ
シ
ェ

ル
が
来
て
、
シ
ャ
ル
ル
の
不
在
を
告
げ
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ベ
ッ
ド
で
泣
く
。

30
食
料
品
店

0:
58
‒0
:5
9

友
人
を
見
つ
け
る

○
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
の
万
引

き
薬
物
中
毒
の
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
の
姿
を
シ
ャ
ル
ル
、
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
の
車
に
乗
っ
て
見
か
け

る
。

31
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ

ュ
宅

0:
59
‒1
:0
0

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
を
家
に

入
れ
る

○
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
を
家
に
あ
げ
て
、
食
べ
さ
せ
る
。

32
道

1:
00
‒1
:0
1

薬
物
の
取
引

○
薬
物
密
売
者

薬
物
購
入

シ
ャ
ル
ル
、
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
の
た
め
に
薬
物
を
買
い
う
。

33
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ

ュ
宅

1:
01
‒1
:0
4

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
の
背
を

さ
す
る

○
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

薬
物
を
与
え
る

シ
ャ
ル
ル
、
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
に
薬
物
を
与
え
、
世
話
を
す
る
。

34
教
会

1:
04
‒1
:0
9

教
会
で
寝
る

○
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
、
警
官

ユ
ゴ
ー
の
本
を
読
む

教
会
に
一
緒
に

行
こ
う
と
話
す

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
の
献
金

窃
盗

夜
の
教
会
で
教
会
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
寝
袋
で
寝
る
。
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
、
一
人
起
き
出
し
て

献
金
を
盗
み
、
逃
げ
る
。
警
察
車
両
が
来
る
。
寝
て
い
る
シ
ャ
ル
ル
、
拘
束
さ
れ
る
。

35
教
会

1:
09
‒1
:1
0

警
察
署

○
警
官

チ
ラ
シ
・
書
類

逮
捕
、
警
察
へ

シ
ャ
ル
ル
、
容
疑
を
否
認
。
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36
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ

ュ
宅

1:
10
‒1
:1
2

シ
ャ
ル
ル
が
消
え
る

○
ミ
シ
ェ
ル

ア
ル
ベ
ル
ト
・
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
が
シ
ャ
ル
ル
を
介
抱
す
る
。
ミ
シ
ェ
ル
と
ア
ル
ベ
ル
ト
、
外
で
抱
き
合
い
、

戻
る
と
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
が
シ
ャ
ル
ル
が
消
え
た
と
告
げ
る
。

37
精
神
科
医
宅

1:
12
‒1
:1
9

精
神
科
医
の
治
療
を
受

け
る
。

○
精
神
科
医
・
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ

ル
ト
・
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ

チ
ラ
シ
を
読
む
。
精

神
科
医
が
メ
モ
を
取

る
。

診
察
を
受
け
る
。
対
立
的
な
や
り
取
り
で
、
精
神
科
医
の
欺
瞞
を
あ
ば
く
。
信
仰
と
自
殺
は

対
立
し
な
い
と
答
え
る
。
シ
ャ
ル
ル
、
地
方
の
裕
福
な
家
庭
の
出
身
や
性
体
験
等
を
話
す
。

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
た
ち
、
電
話
で
や
り
と
り
を
聞
く
。
死
の
願
望
と
次
回
の
診
察
日
、
料
金

を
告
げ
る
。

38
エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ

ュ
宅

1:
19
‒1
:2
1

シ
ャ
ル
ル
逃
げ
出
す

○
手
紙
を
書
く

エ
ド
ヴ
ィ
ー
ジ
ュ
に
置
手
紙
を
し
、
金
を
持
ち
出
す
。

39
川
原

1:
21
‒1
:2
3

知
人
か
ら
銃
を
買
う

○
路
上
の
若
者

銃
の
購
入

シ
ャ
ル
ル
、
銃
を
買
う
。

40
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

宅
1:
23
‒1
:2
4

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
に
殺
害

依
頼

○
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

金
を
渡
し
頼
み
ご
と
を
す
る
。

41
地
下
鉄
駅
・
地

下
鉄
・
カ
フ
ェ

1:
24
‒1
:3
0

地
下
鉄
に
乗
り
、
自
殺

場
所
の
墓
地
に
向
か
う

○
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
・
乗
客

一
緒
に
地
下
鉄
に
乗
り
下
車
。
歩
く
途
中
に
カ
フ
ェ
で
酒
を
飲
み
、
墓
地
へ
向
か
う
。
途
中
、

道
沿
い
の
家
の
テ
レ
ビ
に
見
と
れ
る
シ
ャ
ル
ル
を
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
が
急
か
す
。

42
墓
地

1:
30
‒1
:3
2

シ
ャ
ル
ル
の
殺
害

△
死
体

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン

殺
害
と
窃
盗

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
に
銃
を
渡
す
。
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
が
あ
っ
さ
り
殺
害
し
、
シ
ャ
ル
ル
の
金
を
奪

い
逃
げ
去
る
。

資
料
表
6　
ラ
ル
ジ
ャ
ン

番 号
シ
ー
ク
エ
ン
ス

・
シ
ー
ン

お
お
よ
そ
の

時
間

シ
ー
ン

主
人
公

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

状
　
　
況

人
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ

ル
（
日
記
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
）

動
物
等

信
仰

暴
力
・
犯
罪

1
少
年
の
家
庭

0:
02
‒0
:0
3

親
か
ら
の
小
遣
い
で
は

金
を
返
せ
ず

少
年
・
父
母

中
流
家
庭
の
少
年
、
小
遣
い
を
親
に
求
め
る
が
、
一
定
額
の
み
与
え
ら
れ
る
。

2
別
の
少
年
宅

0:
03
‒0
:0
4

贋
札
を
渡
す

別
の
少
年

少
年
、
別
の
少
年
宅
で
贋
札
を
受
け
と
る
。

3
カ
メ
ラ
店

0:
05
‒0
:0
8

贋
札
行
使
に
成
功
す
る

2
人
の
少
年
、
店
主
の
夫
婦

疑
わ
れ
る
も
贋
札
で
額
縁
を
購
入
し
て
釣
銭
を
得
る
。
対
応
し
た
妻
を
夫
が
激
怒
。

4
カ
メ
ラ
店

0:
08
‒0
:0
9

イ
ヴ
ォ
ン
、
贋
札
を
つ

か
ま
さ
れ
る

○
店
員
・
店
主

イ
ヴ
ォ
ン
の
石
油
会
社
へ
の
支
払
い
に
、
店
主
、
贋
札
を
使
用
す
る
。

5
石
油
会
社

0:
09
‒0
:0
9

会
社
に
戻
る

○
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
か
ら
降
り
る
。

6
カ
フ
ェ

0:
09
‒0
:1
0

経
営
者
と
争
う

○
経
営
者

突
飛
ば
す

贋
札
を
使
用
し
た
と
言
わ
れ
て
暴
力
。
警
察
が
呼
ば
れ
る
。

7
カ
メ
ラ
店

0:
10
‒0
:1
1

実
況
検
分

○
警
官
・
カ
メ
ラ
店
主
・
店
員

警
察
の
実
況
検
分

カ
メ
ラ
店
で
贋
札
の
使
用
の
実
況
見
分
。
店
主
の
命
令
で
、
店
員
は
イ
ヴ
ォ
ン
に
贋
札
で
支

払
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
。

8
自
宅

0:
11
‒0
:1
2

手
で
顔
を
覆
う

○
妻
子

手
で
顔
を
覆
う
夫
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
よ
う
に
妻
が
助
言
す
る
。

9
弁
護
士
事
務
所

0:
12
‒0
:1
3

相
談

○
弁
護
士
・
妻

弁
護
士
に
弁
償
を
提
案
さ
れ
る
。

10
法
廷

0:
13
‒0
:1
5

訴
訟
の
却
下

○
弁
護
士
・
カ
メ
ラ
店
主
・
店
員

訴
訟
が
却
下
さ
れ
る
。
カ
メ
ラ
店
主
、
偽
証
し
た
店
員
に
金
を
渡
す
。

11
カ
メ
ラ
店

0:
15
‒0
:1
6

偽
証
の
確
認

店
員
・
店
主

偽
証
を
心
配
す
る
店
員
に
店
主
、
大
丈
夫
と
告
げ
る
。

12
石
油
会
社
の
外

0:
16
‒0
:1
6

イ
ヴ
ォ
ン
の
解
雇

○
妻
子

会
社
を
解
雇
さ
れ
る
。

13
カ
メ
ラ
店

0:
16
‒0
:1
9

店
員
、
カ
メ
ラ
店
か
ら

解
雇
さ
れ
る

店
員
・
店
主
・
客
店
員
の
友
人
2

人
店
員
、
売
り
上
げ
を
詐

取
店
主
、
店
員
の
不
正
を
あ
ば
き
、
解
雇
す
る
。
店
員
、
仲
間
に
店
の
金
庫
の
カ
ギ
の
複
製
を

見
せ
る
。
バ
イ
ク
で
帰
る
途
中
、
店
主
の
妻
に
悪
態
を
つ
く
。

14
学
校

0:
19
‒0
:2
1

贋
札
使
い
の
判
明

店
主
の
妻
・
学
校
の
司
祭

少
年
た
ち

司
祭
が
生
徒
に

尋
ね
る

店
主
、
贋
札
使
用
の
文
句
を
言
い
に
学
校
に
行
く
。
担
当
の
司
祭
が
生
徒
を
問
い
質
し
犯
人

の
少
年
が
分
か
る
。
少
年
、
バ
イ
ク
で
帰
宅
。

15
少
年
宅
・
カ
メ

ラ
店

0:
21
‒0
:2
3

事
件
を
葬
る

少
年
・
母
・
カ
メ
ラ
店
主

母
は
少
年
に
認
め
る
な
と
告
げ
て
、
カ
メ
ラ
店
に
弁
償
に
行
く
。
父
、
少
年
を
叱
る
。

16
カ
フ
ェ

0:
23
‒0
:2
5

銀
行
強
盗
に
誘
わ
れ
る

○
友
人

強
盗
に
誘
わ
れ
る

友
人
に
銀
行
強
盗
に
誘
わ
れ
、
車
両
担
当
を
引
き
受
け
る
。

17
自
宅

0:
25
‒0
:2
5

家
族
に
秘
密
を
持
つ

○
妻
子

イ
ヴ
ォ
ン
、
妻
に
は
何
も
話
さ
ず
家
を
出
て
行
く
。
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18
路
上

0:
26
-0
:2
9

逮
捕
さ
れ
る

○
通
行
人
・
警
官

逮
捕
さ
れ
る

自
動
車
内
に
い
る
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
る
。

19
警
察

0:
29
‒0
:3
0

面
接
に
来
る

妻
・
警
官

夫
に
会
え
ず

妻
が
警
察
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
夫
が
留
置
所
に
い
る
こ
と
を
知
る
。

20
法
廷

0:
30
‒0
:3
3

有
罪
判
決
を
受
け
る

○
裁
判
官
他
、
傍
聴
人
・
妻
子

有
罪

禁
固
刑
の
有
罪
判
決
を
受
け
る
。

21
刑
務
所

0:
33
‒0
:3
4

刑
務
所
に
収
監
さ
れ
る

○
刑
務
官
・
受
刑
者

収
監

刑
務
所
に
移
送
さ
れ
る
。

22
カ
メ
ラ
店
・
地

下
鉄

0:
34
‒0
:3
6

元
店
員
、
カ
メ
ラ
店
で

窃
盗

カ
メ
ラ
店
主
・
元
店
員
た
ち

盗
難

金
庫
が
荒
ら
さ
れ
る
。
元
店
員
た
ち
、
地
下
鉄
で
逃
走
す
る
。

23
面
会
室

0:
36
‒0
:3
8

妻
、
面
会
に
来
る

○
妻

収
監
中

面
会
よ
り
も
移
動
の
方
が
、
長
く
映
る
。
妻
、
黙
っ
て
出
て
行
く
。

24
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

デ
ス
ペ
ン
サ
ー

0:
38
‒0
:4
1

元
店
員
の
窃
盗

元
店
員
た
ち

強
盗

元
店
員
た
ち
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
デ
ス
ペ
ン
サ
ー
強
盗
を
働
く
。

25
刑
務
所

0:
41
‒0
:4
3

子
ど
も
の
死
を
知
る

○
同
房
者
Ａ
・
郵
便
の
担
当
者

同
房
者
手
紙
を
読
む

収
監
中

妻
か
ら
子
ど
も
の
死
を
告
げ
る
手
紙
が
届
く
。
飲
酒
中
の
同
房
者
に
共
感
は
な
い
。

26
カ
メ
ラ
店

0:
43
‒0
:4
5

カ
メ
ラ
店
主
へ
の
手
紙

カ
メ
ラ
店
主

手
紙
を
送
る

脅
迫

店
主
に
元
店
員
か
ら
、
店
主
の
仕
打
ち
の
非
難
と
自
分
の
行
為
の
反
省
の
手
紙
（
脅
迫
）
と

小
切
手
が
届
く
。

27
刑
務
所

0:
45
‒0
:4
9

食
事
中
に
暴
れ
る

○
郵
便
担
当
者
・
受
刑
者
・
刑
務
官

金
具
を
振
り
上
げ
る

妻
へ
の
手
紙
が
返
送
さ
れ
る
。
他
の
受
刑
者
と
交
流
。
手
紙
の
こ
と
を
他
の
受
刑
者
に
話
さ

れ
て
、
食
事
中
に
あ
ば
れ
る
。
独
房
に
入
れ
ら
れ
る
。

28
刑
務
官

0:
49
‒0
:4
9

郵
便
担
当

郵
便
担
当
者

手
紙
を
読
む

妻
か
ら
の
も
う
会
え
な
い
と
い
う
手
紙
が
保
留
に
な
る
。

29
刑
務
所

0:
49
‒0
:5
2

自
殺
を
図
る

○
看
守
・
医
師

自
殺
を
図
る

独
房
で
睡
眠
薬
を
た
め
込
み
、
自
殺
を
図
る
。
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
る
。
そ
れ
を
見
た

受
刑
者
の
一
人
が
祈
る
。
も
う
一
人
は
祈
ら
な
い
。

30
病
院

0:
52
‒0
:5
3

治
療
を
受
け
る

○
医
師
・
看
護
師

手
紙
が
置
か
れ
る

集
中
治
療
を
受
け
る
。

31
法
廷

0:
53
‒0
:5
3

元
店
員
の
主
張

元
店
員
た
ち

裁
判

元
店
員
、
法
廷
で
貧
者
に
財
産
の
分
配
を
し
た
と
訴
え
る
が
、
認
め
ら
れ
ず
。

32
刑
務
所

0:
53
‒0
:5
5

刑
務
所
に
収
監
・
帰
還

元
店
員
・
刑
務
官

収
監

元
店
員
の
収
監
と
同
時
に
、
イ
ヴ
ォ
ン
が
救
急
車
で
戻
っ
て
く
る
。

33
刑
務
所

0:
55
‒0
:5
6

同
房
と
の
会
話

○
同
房
者
Ｂ

同
房
者
、
本
を
持
つ

思
想
的
な
話
を
し
て
、
イ
ヴ
ォ
ン
に
ミ
サ
に
行
く
な
と
い
う
。

34
刑
務
所
の
聖
堂

0:
56
‒0
:5
8

ミ
サ
に
出
る

○
元
店
員
・
受
刑
者
・
司
祭

ミ
サ
に
出
る

脱
獄
の
相
談

ミ
サ
中
に
や
り
と
り
す
る
受
刑
者
。
元
店
員
と
隣
席
に
な
る
。
元
店
員
が
脱
獄
を
も
ち
か
け

る
が
、
イ
ヴ
ォ
ン
は
殺
し
た
い
と
拒
否
す
る
。

35
刑
務
所

0:
58
‒1
:0
0

元
店
員
の
脱
獄
未
遂

○
同
房
者
Ｂ

脱
獄
を
は
か
る

元
店
員
が
脱
獄
失
敗
。
厳
し
い
収
容
施
設
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
房
者
Ｂ
が
イ
ヴ
ォ

ン
に
手
を
汚
さ
ず
復
讐
を
と
げ
た
と
言
う
。

36
刑
務
所
・
街

1:
00
‒1
:0
3

強
盗
殺
人
を
行
う

○
刑
務
官
・
ホ
テ
ル
経
営
者
夫
妻

出
所
票

強
盗
殺
人

出
獄
し
、
安
ホ
テ
ル
に
入
る
。
夜
間
、
経
営
者
夫
妻
を
殺
し
て
金
を
奪
い
歩
き
去
る
。

37
郵
便
局
前

1:
03
‒1
:0
6

金
を
奪
お
う
と
す
る

○
中
年
女
性
・
郵
便
局
員

犬
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
物
色

イ
ヴ
ォ
ン
、
郵
便
局
で
金
を
下
ろ
し
た
女
性
の
後
を
つ
け
、
家
に
つ
い
て
い
く
。

38
女
性
の
家

1:
06
‒1
:0
9

女
性
宅
に
入
り
込
む

○
中
年
女
性

父
・
お
い

犬
神
の
許
し
に
つ

い
て
話
す

女
性
宅
で
、
殺
人
の
理
由
を
問
わ
れ
、
面
白
い
か
ら
と
答
え
る
。
女
性
、
食
事
を
与
え
な
が

ら
、
私
が
神
な
ら
皆
を
許
す
と
語
る
。
室
音
に
お
び
え
る
イ
ヴ
ォ
ン
。
女
性
が
家
族
の
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
光
る
バ
ス
が
去
っ
て
行
く
。

39
女
性
の
家

1:
09
‒1
:1
2

女
性
、
父
に
叱
ら
れ
る

○
中
年
女
性
・
父

父
、
女
性
を
平
手
打
ち

女
性
、
イ
ヴ
ォ
ン
を
か
く
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
父
に
と
が
め
ら
れ
平
手
打
ち
さ
れ
る
。
イ
ヴ

ォ
ン
、
斧
を
見
つ
け
る
。

40
女
性
の
家

1:
12
‒1
:1
4

家
庭
の
状
況

○
中
年
女
性
・
父
・
甥

犬
父
が
弾
く
ピ
ア
ノ
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
女
性
、
車
椅
子
の
甥
。
落
ち
た
グ
ラ
ス
の
破
片
を

集
め
る
手
。

41
畑

1:
14
‒1
:1
7

金
を
物
色
す
る

○
中
年
女
性

金
の
物
色

畑
仕
事
を
手
伝
う
。
女
性
が
買
い
物
に
出
た
間
に
、
イ
ヴ
ォ
ン
が
金
を
物
色
す
る
。

42
街

1:
17
‒1
:1
7

買
い
物

中
年
女
性

女
性
が
買
い
物
を
し
、
帰
宅
す
る
。

43
女
性
の
家

1:
17
‒1
:2
0

女
性
と
の
会
話

○
中
年
女
性

女
性
が
洗
濯
中
、
イ
ヴ
ォ
ン
が
家
の
犠
牲
者
な
の
に
な
ぜ
自
殺
し
な
い
か
尋
ね
る
。
洗
い
物

を
干
す
手
伝
い
を
し
、
女
性
に
木
の
実
を
与
え
る
。

44
女
性
の
家
夜

1:
20
‒1
:2
2

女
性
の
家
族
を
殺
す

○
父
・
中
年
女
性
の
姉
妹
・
甥

犬
強
盗
殺
人

イ
ヴ
ォ
ン
、
家
の
鍵
を
斧
で
開
け
て
、
各
部
屋
を
回
り
、
家
族
を
殺
害
す
る
。
女
性
の
部
屋

で
は
斧
で
灯
り
を
破
壊
す
る
シ
ー
ン
の
み
。

45
カ
フ
ェ

1:
22
‒1
:2
4

自
首
す
る

○
客
・
店
員

イ
ヴ
ォ
ン
、
カ
フ
ェ
で
酒
を
頼
ん
で
飲
み
、
警
官
に
二
つ
の
殺
人
を
告
白
。
バ
ル
タ
ザ
ー
ル

の
最
期
の
よ
う
に
客
が
集
ま
る
。
警
官
に
連
行
さ
れ
る
。

注
：
シ
ー
ン
・
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
筆
者
の
独
自
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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